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高機能物質研究所　資源循環・環境制御システム研究所 
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こんなにある！ エクステンションセンターのメリット 
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長い間ごくろうさまでした。そして本当にありがとう。 
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What's 福大生？ 



第二章 

6

12

14

22

24

9

20

26

《ＶＩＶＩＤ ＮＯＷ》 
高機能物質研究所　資源循環・環境制御システム研究所 

◎エクステンションセンターシリーズ No.2 

こんなにある！エクステンションセンターのメリット 
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長い間ごくろうさまでした。 
そして本当にありがとう。 

◎キャンパスライフ特集 

What's 福大生？ 

◎福岡大学収支予算の読み方 

◎ななくま通信 
　・特待生表彰　・商学研究科の改革案　・JABEE認定　・薬学部棟建設募金 ほか 

◎こんにちは先輩 

福岡大学 学長  

山下宏幸 

《F.D. EYE》  
 学長トークエッセイ No.2

 「たこ焼きを日本のファーストフードに 
　してみせる」と心に決めた日。 

私のターニングポイント 

16 ◎大学評価アンケート（教育環境編）レポート 

4
《F.D. NEWS》 
平成16年度 入学試験要項決定！ 

学部長に質問！　法学部長・工学部長 10

2

八ちゃん堂社長 川邊義隆氏 

28 ◎Fukuoka University Information　学生生活支援 

FDは、このキャンパスで在学生の皆さん一人ひとりが、美しく素敵な夢（FINE DREAM）を育んでくれるように 
との願いを込めるとともに、あわせてFUKUOKA DAIGAKUの頭文字を構成し、愛称として名付けられています。 

必要なのは志と情熱だ 

このマークは、大学基準
協会が大学基準に適合
していると認定した大学
に対して与えるものです。 

　昭和10年、福岡高等商業学校は七隈に移

る。お世辞にも立派な校舎とはいえなかった。

しかも当時の七隈周辺はまったくの未開地。が、

ここには若者を育てるにふさわしい自然があっ

た。教育への情熱にあふれた教授たちがいた。

彼らは一体となって学業に励み、共に雑木を

払い原野を拓いてグラウンドを作り、そして自

然の中で身体と心を鍛えたのである。 

 

そんな環境の中から福岡大学の建学の精神

の一つである「質実剛健」が生まれた。七隈

に移った年、剣道部が先陣を切って全国大

会で優勝した。その輝かしい伝統は創立の翌

年から始まったのである。「必要なのは立派

な環境や施設じゃない。志と情熱だ」。そん

な声が当時の写真から聞こえてきそうな気が

する。 

表紙の写真は福岡高等商業学
校の校章。当時の彼らの誇り
と情熱のシンボル。そしてこ
の学舎に、自分というものが
確かに存在することの「証」で
もあった。 
 

知 っ て な る ほ ど  

表紙のタイトル 

写真：福岡大学大学史資料室 

▲七隈に建った当時の福岡高等商業学校本館。
この質素な建物から福岡大学は現在の堂々
たるキャンパスへ発展していった。 

14－エクステンションセンター 

24－What's 福大生？ 

6－八ちゃん堂社長 川邊義隆氏 

2－学長トークエッセイ 

人らしき人にあるべく 

《サクセスへ～福大OBに聞く》 
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福岡大学 陸上競技場から望む文系センター棟 
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道
こ
そ
は
け
わ
し
か
れ
　
人
ら
し
き
人
に
あ
る
べ
く 

輝
け
る
明
日
を
望
み
て
　
若
き
日
の
今
日
を
学
ば
ん 

 

　
こ
れ
は
福
岡
大
学
の
校
歌
の
一
節
で
す
。「
人
ら
し

き
人
に
あ
る
べ
く
」こ
の
言
葉
を
改
め
て
深
く
思
い
、

私
は
今
、建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た「
全
人
教
育
」
を

力
強
く
推
し
進
め
て
い
ま
す
。そ
こ
に
は
、「
誇
り
」

「
品
格
」「
夢
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
頭
に
浮
か
ん

で
き
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
で
、「
師
弟
不
二
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
師
は
弟
子
を
思
い
、弟
子
は
懸
命
に
師
に
応
え

て
い
く
、こ
の
師
弟
一
体
の
熱
い
心
、心
触
れ
合
う
無

償
の
愛
情
こ
そ
が
教
育
の
原
点
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、特
別
な
方
法
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
そ
れ
ほ
ど

重
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
は
、生
き
と
し
生
け

る
者
を
い
つ
く
し
み
、社
会
正
義
の
基
本
的
な
価
値

観
を
養
い
、社
会
の
善
に
対
す
る
行
動
を
心
が
け
て

く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、何
の
た
め
に

知
識
を
得
る
の
か
、あ
る
い
は
知
識
を
用
い
て
社
会

の
善
を
い
か
に
し
て
行
っ
て
い
く
の
か
を
学
ん
で
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
日
の
学
問
は
、そ
の
対
象
範
囲
の
拡
大
と
複
雑

化
に
よ
り
、従
来
の
基
礎
や
応
用
あ
る
い
は
文
系
や

理
系
と
い
っ
た
区
別
で
は
律
し
き
れ
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
基
礎
の
中
に
応
用
が
、応
用
の
中
に
基
礎

が
、ま
た
、文
理
融
合
に
よ
る
多
様
な
学
問
が
展
開

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、科
学
技
術
が
急
速
な
発
展
を
す
る

現
在
、極
め
て
具
体
的
な
知
識
を
授
け
る
こ
と
は
、

そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、知
識

は
あ
ま
り
に
も
急
速
に
発
展
し
て
い
く
の
で
、そ
れ

に
追
い
つ
い
て
行
く
の
は
極
め
て
難
し
く
、あ
る
知
識

を
与
え
て
も
、そ
れ
は
次
の
時
点
で
は
古
く
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。し
た
が
っ
て
、個
別
の
知
識
を
教

え
る
よ
り
、む
し
ろ
新
し
い
も
の
を
吸
収
で
き
る
学

力
、つ
ま
り
知
的
な
態
度
や
資
質
を
授
け
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。 

　
次
に
、教
育
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は
「
品
格
」で

す
。
品
格
は
お
の
ず
と
生
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
、具
体

的
に
表
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
品
格
を
備
え
る
こ

と
や
品
格
を
感
じ
と
る
眼
力
を
養
う
こ
と
、こ
れ
こ

そ
が
大
学
の
使
命
で
あ
り
教
育
研
究
の
結
晶
と
い

え
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、学
生
は「
夢
」
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
夢
を
具
体
的
な
目
標
に
変
え
、そ
れ
に
向
か
っ

「
何
を
な
す
べ
き
か
」 

「
ど
の
よ
う
に
自
分
を
研
く
か
」
に
つ
い
て
、 

 

真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
。 

 

学長トークエッセイ No.2
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て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
学
生
を
、全
学
を
あ
げ
て
応
援
し

ま
す
。
夢
を
、現
実
性
の
あ
る
目
標
に
変
え
て
い
く
、

そ
こ
か
ら
学
生
の
行
動
が
始
ま
る
の
で
す
。
と
り
と

め
の
な
い
夢
で
は
ダ
メ
で
、夢
を
具
体
的
な
目
標
と
し

て
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、社
会
が
ど
う
い
う
も
の
で

あ
り
、自
分
が
ど
う
い
う
人
間
で
あ
る
か
を
知
っ
て

ほ
し
い
の
で
す
。
そ
れ
は
学
問
を
通
し
て
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
深
く
学
ぶ
と
感
動
が
生
ま
れ
ま
す
。

浅
く
楽
な
勉
学
や
生
き
方
で
は
感
動
は
湧
い
て
き

ま
せ
ん
。
自
分
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
の
深
い
知
識

と
、関
連
分
野
の
知
識
を
幅
広
く
修
得
し
て
ほ
し

い
の
で
す
。
さ
ら
に
余
力
が
あ
れ
ば
、異
な
る
価
値

観
、伝
統
お
よ
び
制
度
を
も
っ
た
異
質
な
文
化
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 

　
大
学
の
４
年
間
お
よ
び
６
年
間
は
、非
常
に
短
く

か
つ
極
め
て
貴
重
な
時
で
す
。
と
は
い
え
、大
切
な
こ

と
は
、「
こ
れ
か
ら
」で
あ
り
、そ
の
た
め
に
今
「
何
を

な
す
べ
き
か
」「
ど
の
よ
う
に
自
分
を
研
く
か
」に
つ

い
て
、真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

　
も
う
す
ぐ
夏
休
み
に
な
り
ま
す
。ク
ー
ラ
ー
な
ど

人
工
的
な
涼
し
さ
を
追
い
す
ぎ
て
体
調
を
壊
さ
な
い

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
、大
学
生

活
に
お
け
る
「
良
き
師
・
良
き
友
・
良
き
書
」
と
の
出

会
い
に
つ
い
て
よ
く
語
ら
れ
ま
す
。長
い
夏
休
み
は「
良

き
書
」
に
出
会
う
絶
好
の
季
節
で
す
。こ
の
時
期
に

古
典
を
ぜ
ひ
読
む
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
例
え
ば
、ス
タ

ン
ダ
ー
ル
の『
赤
と
黒
』な
ど
長
篇
、日
本
な
ら
佐
藤 

 

一
斎
の『
言
志
四
録
』、寺
田
寅
彦
の
著
作
な
ど
…
。

確
か
に
皆
さ
ん
の
視
点
を
変
え
、視
野
を
広
げ
て
く

れ
る
は
ず
で
す
。ぜ
ひ
、そ
の
感
想
を
私
に
も
伝
え
て

も
ら
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

　
私
は
、学
生
お
よ
び
卒
業
生
の
活
躍
を
「
誇
り
」

に
思
っ
て
い
ま
す
。一
方
、皆
様
方
か
ら「
誇
り
」に
思
っ

て
い
た
だ
け
る
大
学
に
し
な
け
れ
ば
と
、日
々
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

  

やました　ひろゆき 

福岡大学 学長 山下 宏幸 

　「私はいつも言っているのですが、福岡大学は、人的循

環社会でありたいと思っています。どういうことかと言います

と、入学生、在学生、卒業生、そして卒業生の子どもが再び

入学してくる循環を想定しているのです。そして、その循環

に勢いをもたせるためには、循環力が必要になってきます。

この場合、それは教育力であります。教育力が循環流を大

きくするのです。 

　福岡大学もそろそろ３世代目が入学してくる時になって

きました。親子３代にわたる福大生というわけです。そういう

人たちが時代を経るにしたがって増えてくれることを思い描

いています。福岡大学人脈というか、英国のパブリックス

クールのような、そんな人びとの繋がりの人的循環社会…。

それは大学にとって何よりの財産ですから」 

ウィーンにて。（1981年） 
 
時間を見つけて絵画を描くなど 
学長の趣味は多岐にわたる 
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来年の春に向けての福岡大学入学試験要項が決定しました。平成16年度の主な特徴は、 

AO入試を新たにスポーツ科学部で行うこと、大学入試センター試験利用入試（平成15年度は商学部、

理学部、薬学部で実施）を、新たに人文学部、法学部、経済学部、工学部でも実施することです。 

一般入試（前期日程）は2月3日から12日に、本学での全学部入試および 

各地試験は2月11日建国記念日に実施します。 

さあ、いよいよ来春の「サクラサク」に向かっての歩みが始まります！ 

文化 

歴史 

日本語日本文 

英語 

ドイツ語 

フランス語 

東アジア地域言語 

法律 

経営法 

 

 

 

 

商 

経営 

貿易 

商 

応用数 

応用物理 

化 

地球圏科 

機械工 

電気工 

電子情報工 

化学システム工 

 

 

建築 

医 

薬 

製薬化 

スポーツ科 

健康運動科 

 30 
21 
21 
28 
16 
16 
24 
135 
60 

A方式133 
B方式  25 
A方式  60 
B方式  10 

69 
66 
60 
35 
20 
20 
20 
20 
29 
30 
41 
29 

A方式  24 
B方式    5 

29 
25 
27 
27 
85 
30

90 
60 
60 
80 
45 
45 
60 
450 
200 
 
 
 
 

230 
220 
200 
200 
60 
60 
60 
60 
100 
100 
140 
100 
 
 

100 
100 
90 
90 
170 
60

10 
 
 
 
 
 
 

25 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

30 
5

 
5 
 
 
 
 
3 
25 
10 
 
 
 
 

10 
10 
10 
 
 
5 
5 
 
5 
 
 
5 
 
 
 
 

10 
5

50 
34 
39 
52 
29 
29 
33 
235 
110 
 
 
 
 

131 
124 
110 
100 
40 
35 
35 
40 
66 
70 
99 
66 
 
 

71 
75 
53 
58 
55 
25

 
 
 
 
 
 
 

30 
10 
 
 
 
 

20 
20 
20 
65 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学 部・学 科 入 学 定 員 
推薦入学 AO入試 大学入試 

センター実験利用 
一　般　入　試 

募　　　　集　　　　人　　　　員 

人
文 

法 

経
済 

商 

理 

工 

薬 

医 

前期日程 後期日程 

■平成16年度　入学定員および募集人員 

8月2日（土）七隈キャンパス 日時 全学部および附属看護専門学校 
10：00～16：00

●模擬講義、公開実験、トレーニング体験　　●キャンパスツアー、施設見学 
●本学教員による個別相談コーナー　　　　●入試過去問題集の無料配布 
●本学在学生による学生生活相談コーナー 

主な内容 

スポーツ 
科 

経済 

産業経済 

社会デザイン工 

450 
 

100

200

30

15

222

85

10 61

40

30

商 二 

君自身で福岡大学を体験・体感しよう！　～ご父母の方もご一緒にどうぞ～ 
オープンキャンパス＆進学相談会のご案内 

平 成 16年 度 
要 験 試 学 入 項 決 定 ！ 
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■平成16年度　入学試験日程 

AO入試 

指定校推薦 

大学入試センター試験 
利用入試 

前期日程 

後期日程 

スポーツ科学部 
特別募集 

帰国子女入試 

社会人入試 
（後期日程） 

社会人入試 
（前期日程） 

編・転・学士入学 
（前期日程） 

編・転・学士入学 
（後期日程） 

学部留学生入試 

附属看護専門 
学校入試 

A方式 

B方式 

スポーツ 
特別推薦 

入試制度 学部（学科） 出願期間（必着） 試験日等 試験会場 合格発表日 入学手続締切日 

一 

般
入
試 

公
募
推
薦 

模擬講義 

人文（文化） 

スポーツ科 

法 

人文・法・経済・商・商二・理・ 
工・医・薬 

スポーツ科 

経済・工（社会デザイン工） 

人文・法・経済・商・商二・ 
理・工・薬・スポーツ科 

人文（文化・フランス語・ 
東アジア地域言語）・法・経済・商・商二 

スポーツ科（健康運動科） 

人文（歴史・東アジア地域言語）・法・ 
経済・商・理（応用物理・化）・工（機械工・ 
化学システム工・社会デザイン工）・薬 

人文（文化・日本語日本文・ドイツ語・ 
フランス語）・法（法律）・商二・理 

人文（歴史・英語・東アジア地域言語）・ 
法（経営法）・工（機械工・電子情報工・ 
社会デザイン工）・薬 
経済（産業経済）・商（貿易）・ 
工（電気工・化学システム工・建築） 

経済（経済）・商（経営） 

スポーツ科（健康運動科） 
商（商） 

スポーツ科（スポーツ科） 

人文・法・経済・商・商二・ 
理・工・薬 

法・経済・商・商二 

スポーツ科 

人文・法・経済・商・商二・ 
理・工・薬 

人文・法・経済・商・商二・ 
工（機械工・社会デザイン工） 

スポーツ科 

スポーツ科 

商・商二・薬 

法・経済・商・商二・工（機械工・ 
化学システム工）・薬 

人文・法・経済・商・商二・ 
理・工・薬・スポーツ科 

人文・法・経済・商・理・ 
工・医・薬・スポーツ科 

附属看護専門学校　看護専門課程 

医 

模擬講義 

公開練習会 

特別講座 

8月29日（金）（申込みは当日も可） 

一次選考：10月  1日（水） 一次合格 
10月  3日（金） 

一次合格 
10月  3日（金） 

12月  4日（木） 

入学申込金締切　12月19日（金） 
入学手続締切　　　3月15日（月） 

入学申込金締切　12月19日（金） 
入学手続締切　     3月15日（月） 

入学申込金締切　1月19日（月） 
入学手続締切　   3月15日（月） 

入学申込金締切　12月19日（金） 
入学手続締切　　　3月15日（月） 

入学申込金締切　2月27日（金） 
入学手続締切　   3月24日（水） 

入学申込金締切　2月27日（金） 
入学手続締切　   3月24日（水） 

入学申込金締切　12月19日（金） 
入学手続締切　     3月24日（水） 

入学申込金締切　12月19日（金） 
入学手続締切　     3月24日（水） 

入学申込金締切　11月  7日（金） 
入学手続締切　     3月24日（水） 

入学申込金締切　2月27日（金） 
入学手続締切　   3月24日（水） 

入学金締切　　　2月  6日（金） 
入学手続締切　　3月24日（水） 

3月24日（水） 

3月24日（水） 

3月24日（水） 

12月  4日（木） 

  2月20日（金） 

  2月20日（金） 

  3月16日（火） 

  3月16日（火） 

  3月16日（火） 

12月  4日（木） 

12月  4日（木） 

10月24日（金） 

  2月20日（金） 

  1月20日（火） 

二次合格 
10月24日（金） 

二次合格 
11月  8日（土） 
 

二次合格 
10月24日（金） 

一次合格  9月26日（金） 

二次合格10月24日（金） 

一次合格 
10月24日（金） 

二次選考：10月11日（土） 

8月29日（金） 

一次選考：  9月30日（火） 

8月 5日（火）・  6日（水） 
8月25日（月）・26日（火） 
9月  6日（土）・ 7日（日） 

8月  2日（土）・  6日（水） 
9月   6日（土） 

二次選考：10月18日（土） 

一次選考：9月24日（水） 

二次選考：10月7日（火） 

11月23日（日） 

11月20日（木）・21日（金） 

11月22日（土） 

11月15日（土） 

11月21日（金） 

  2月  3日（火） 

  2月  4日（水） 

  2月  5日（木） 

  2月  6日（金） 

  2月  7日（土） 
  2月  7日（土）・   8日（日） 
  2月11日（水）・12日（木） 

  2月11日（水）・12日（木） 

  2月11日（水） 

11月22日（土） 

11月22日（土） 

  3月  7日（日） 

11月21日（金） 

11月21日（金） 

  3月  7日（日） 

10月11日（土） 

  3月  7日（日） 

  2月  1日（日） 

12月20日（土） 

一次選考：10月22日（水） 

二次選考：11月  5日（水） 

大学入試センター試験 
  1月17日（土）・18日（日） 

福岡大学 

福岡大学 

福岡大学 

福岡大学 

福岡大学 

福岡大学 

福岡大学 

福岡大学 

福岡大学 

福岡大学 

福岡大学 

福岡大学 

福岡大学 

福岡大学 

福岡大学 

福岡大学・高千穂大学（杉並区） 

8月  2日（土）～ 
8月22日（金） 

9月12日（金）～ 
9月25日（木） 

8月  2日（土）～ 
8月22日（金） 

9月12日（金）～ 
9月25日（木） 

7月18日（金）～ 
9月  7日（日） 

7月18日（金）～ 
9月  7日（日） 

9月  8日（月）～ 
9月18日（木） 

11月  1日（土）～ 
11月11日（火） 

10月 1日（水）～ 
10月  9日（木） 

11月  1日（土）～ 
11月  6日（木） 

1月  6日（火）～ 
1月19日（月） 

  2月20日（金）～ 
  3月  1日（月） 

11月  1日（土）～ 
11月11日（火） 

11月  1日（土）～ 
11月11日（火） 

  2月20日（金）～ 
  3月  1日（月） 

  9月22日（月）～ 
10月  2日（木） 

  2月20日（金）～ 
  3月  1日（月） 

11月25日（火）～ 
12月15日（月） 

11月25日（火）～ 
12月  5日（金） 

  1月  6日（火）～ 
  1月19日（月） 

申込みは 
当日も可 （ 　　　） 
申込みは 
当日も可 （ 　　　） 

福岡大学・高千穂大学（杉並区）・
大阪予備校（大阪市）・広島修道
大学（広島市）・高松高等予備校（高
松市）・長崎大学（長崎市）・熊本
大学（熊本市）・大分大学（大分市）・
宮崎大学（宮崎市）・鹿児島大学（鹿
児島市）・那覇尚学院（那覇市） 

福岡大学・広島経済大学（広島市）・
鹿児島高等予備校（鹿児島市） 
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福大OBに聞く サクセスへ 
私 の タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト  

 

「
た
こ
焼
き
を
日
本
の 

　
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
に 

　
し
て
み
せ
る
」 と
心
に
決
め
た
日
。 

  

冷
凍
た
こ
焼
き
の
製
造
・
販
売
を
中
心
に
「
八
ち
ゃ
ん
堂
」
ブ
ラ
ン
ド
を
全
国
展
開
す
る 

 

株
式
会
社 

八
ち
ゃ
ん
堂
社
長
・
川
邊
義
隆
氏 

1963年福岡大学経済学部経済学科卒。

自動車ディーラーを経て、77年に「八ちゃ

ん堂」を創業、81年に株式会社を設立。

冷凍たこ焼きを開発し全国へ製造・販売。

95年にはたこ焼きに次ぐ柱として冷凍

焼きナスを商品化した。 

profile かわべ・よしたか 
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1
9
7
7
年
2
月
12
日
。１
台
の
黄
色
い
ラ
イ
ト
バ
ン
が
走
り
始
め
た
。 

車
体
に
書
か
れ
た
文
字
は『
た
こ
焼
き
の
八
ち
ゃ
ん
堂
』。運
転
す
る
男
は
36
歳
。 

売
上
高
25
億
円
を
超
え
る
業
界
の
雄
の
、こ
れ
が
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。 

 

創業当時のライトバン。本社工場の片すみにひっそりと残されている、
八ちゃん堂と川邊のモニュメントでありスピリットだ 

話題を呼んだコリーナさんのＣＭ。 
交渉は川邊夫妻が直接行った。意気
投合し現在でも交流が続いている 

主
体
性
・
自
立
性 

そ
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
。 

大
切
な
も
の
が
不
足
し
た 

自
分
の
人
生
に
悶
々
と
し
て
い
た
。 

簡
単
に
で
き
て
熱
く
て
う
ま
い
。 

た
こ
焼
き
な
ら
日
本
の 

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
に
な
る
。 

い
や
俺
が
し
て
み
せ
る
。 

移
動
販
売
か
ら
店
舗
販
売
へ
。 

そ
し
て
冷
凍
た
こ
焼
き
の
開
発
。 

山
は
い
つ
も
遠
く
に
そ
び
え
立
ち 

彼
は
常
に
頂
を
目
指
す
。 

           

　
ラ
イ
ト
バ
ン
を
運
転
し
て
い
た
男
は
川
邊
義
隆
。

1
9
6
3
年
に
福
岡
大
学
を
卒
業
後
、福
岡
の
自

動
車
販
売
会
社
の
専
務
だ
っ
た
父
の
勧
め
で
輸
入
車

販
売
会
社
に
入
社
。３
年
目
に
結
婚
し
、翌
年
義
父

の
急
逝
に
よ
り
兵
庫
の
老
舗
の
竹
材
問
屋
を
継
い
だ

が
「
商
売
の
限
界
」
を
感
じ
、６
年
で
の
れ
ん
を
た
た

む
。そ
の
後
、父
が
社
長
に
な
っ
て
い
た
大
分
の
自
動

車
販
売
会
社
に
入
る
た
め
九
州
に
戻
っ
た
。「
ま
あ
、

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
」
。川
邊
は
当
時
を
思
い

出
し
て
苦
笑
す
る
。普
通
な
ら
ば
こ
こ
で
人
生
の
レ
ー

ル
は
終
点
ま
で
敷
か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。し
か

し
川
邊
に
と
っ
て
は
そ
う
は
な
ら
な
い
。
彼
は
悶
々
と

し
て
い
た
。「
企
業
っ
て
い
う
の
は
ね
、主
体
性
・
自
立

性
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
が
あ
っ
て
こ
そ
な
ん
だ
」
。
だ
が
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
と
い
う
仕
事
は
メ
ー
カ
ー
の
系
列
と
し
て

縛
ら
れ
る
。川
邊
の
企
業
感
と
は
異
な
り
、彼
は
思
い

悩
ん
で
い
た
。そ
ん
な
あ
る
日
、た
こ
焼
き
の
移
動
販

売
を
始
め
る
か
ら
ラ
イ
ト
バ
ン
を
売
っ
て
く
れ
と
い
う

客
が
来
た
。
話
を
聞
く
と
平
日
で
平
均
３
万
円
の
売

上
げ
が
見
込
め
る
と
い
う
。
そ
の
時
の
驚
き
は
長
く

記
憶
に
残
っ
た
。 

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
悶
々
と
す
る
日
々
で
あ
る
。
彼

は
い
ろ
い
ろ
起
業
を
考
え
た
。Ｄ
Ｉ
Ｙ
、住
宅
展
示
場
、

エ
ク
ス
テ
リ
ア
関
連
。そ
の
ど
れ
も
が
後
に
大
き
く
発

展
す
る
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
が
、い
か
ん
せ
ん
資
金
が
な

い
。
父
は
彼
の
転
職
に
反
対
で
資
金
を
提
供
し
て
く

れ
そ
う
に
な
い
。つ
い
に
あ
の
記
憶
を
呼
び
さ
ま
し
た
。

た
こ
焼
き
の
移
動
販
売
。「
こ
れ
な
ら
元
手
は
車
と

食
材
だ
け
で
い
い
」
。 

      

　
案
の
定
、父
は
反
対
し
た
。た
こ
焼
き
で
あ
る
。
縁

日
で
の
食
べ
物
と
い
う
あ
ま
り
芳
し
か
ら
ぬ
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
。し
か
し
川
邊
の
考
え
は
違
っ
て
い
た
。「
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
と
い
う
言
葉
が
そ
ろ
そ
ろ
定
着
し
よ
う

と
し
て
い
た
時
期
で
ね
。ア
メ
リ
カ
な
ら
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
。じ
ゃ
あ
日
本
は
な
ん
だ
ろ
う
」
。
辛
う

じ
て
う
ど
ん
や
ラ
ー
メ
ン
か
。し
か
し
、熱
く
て
早
く

て
価
格
は
手
ご
ろ
で
も
、汁
物
は
気
軽
に
食
べ
ら
れ

る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。「
た
こ
焼
き
な
ら
日
本
の

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
に
な
る
と
思
っ
た
。
俺
が
し
て
み
せ

る
と
ね
」
。た
こ
焼
き
の
移
動
販
売
車
は
他
に
も
あ
っ

た
。し
か
し
他
の
業
者
と
は
志
が
違
っ
た
。
川
邊
は
た

こ
焼
き
を
最
初
か
ら
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
に
す
る
つ
も

り
だ
っ
た
。
軽
快
で
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に
す
る
た
め
に

車
体
を
鮮
や
か
な
イ
エ
ロ
ー
に
塗
っ
た
。「
八
ち
ゃ
ん

堂
」
と
い
う
親
し
み
や
す
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
し
た
。
さ

ら
に
地
図
を
に
ら
み
、福
岡
市
並
み
の
人
口
世
帯
数

を
有
す
る
久
留
米
市
周
辺
地
域
に
目
を
つ
け
、そ
の

エ
リ
ア
に
コ
ン
パ
ス
の
中
心
を
立
て
て
本
拠
地
を
福
岡

県
瀬
高
町
に
し
た
。
周
到
な
イ
メ
ー
ジ
戦
略
と
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
。け
れ
ど
も
最
初
の
２
カ
月
は
ま
っ
た
く

売
れ
な
か
っ
た
。し
か
し
５
月
の
連
休
の
前
後
か
ら
火

が
つ
い
た
。口
コ
ミ
で
う
ま
さ
が
伝
わ
り
、人
気
が
人

気
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。一
台
当
た
り
の
月
間
売
上
げ

は
1
5
0
万
円
を
超
え
、そ
の
年
末
に
は
販
売
車
も

11
台
に
増
え
た
。彼
は
成
功
し
た
の
で
あ
る
。し
か
し
、

そ
れ
は
山
頂
で
は
な
く
第
1
キ
ャ
ン
プ
地
に
す
ぎ
な

い
と
考
え
た
。 

      

　
50
台
以
上
の
移
動
販
売
車
が
九
州
中
を
走
り
回

る
よ
う
に
な
っ
た
。し
か
し
、と
川
邊
は
思
う
。「
移
動

販
売
車
で
は
人
材
が
集
ま
ら
な
い
、品
質
の
統
一
性
が

保
て
な
い
」
な
ど
と
、企
業
と
し
て
の
将
来
性
に
不
安

を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
固
定
店
舗
経
営
に
乗
り
出

す
。ま
ず
入
念
に
調
査
を
し
て
良
い
立
地
を
探
し
出

す
。
経
費
を
抑
え
る
た
め
で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
で
パ

タ
ー
ン
化
し
た
店
舗
に
す
る
。
売
れ
行
き
が
伸
び
な

け
れ
ば
さ
っ
さ
と
撤
退
す
る
。
今
で
い
え
ば
コ
ン
ビ
ニ

チ
ェ
ー
ン
方
式
を
編
み
出
し
た
。
知
識
を
持
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
。
必
要
が
生
ん
だ
シ
ス
テ
ム
が
た
ま
た
ま

ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ビ
ニ
の
や
り
方
に
似
て
い
た
だ
け
だ
っ

た
。こ
の
画
期
的
な
Ｆ
Ｃ
展
開
に
よ
り
「
八
ち
ゃ
ん
堂
」

は
1
5
0
店
舗
チ
ェ
ー
ン
に
ま
で
成
長
し
た
。こ
こ
ら

が
目
標
に
し
て
い
た
山
頂
か
な
？
Ｎ
Ｏ
！
と
川
邊
の

心
は
叫
ん
で
い
た
。 

　
き
っ
か
け
は
さ
さ
い
な
こ
と
だ
っ
た
。あ
る
日
、受
験

生
だ
っ
た
息
子
が
た
こ
焼
き
を
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め

て
い
る
。縮
ん
で
小
さ
く
な
っ
て
い
た
が
、温
か
さ
は
焼

き
た
て
に
似
て
い
た
。も
し
こ
れ
が「
八
ち
ゃ
ん
堂
」
の

た
こ
焼
き
そ
の
ま
ま
に
な
れ
ば
必
ず
ヒ
ッ
ト
す
る
に

違
い
な
い
。
川
邊
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
ま
た
始
ま
っ
た
。

3,
0
0
0
万
円
で
冷
凍
装
置
を
購
入
し
て
商
品
化

に
取
り
か
か
る
。
中
は
と
ろ
っ
と
フ
ン
ワ
リ
、外
は
カ
リ

カ
リ
、焼
き
た
て
の
「
八
ち
ゃ
ん
堂
」
の
た
こ
焼
き
が
レ

ン
ジ
で
温
め
る
だ
け
で
い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
。

試
行
錯
誤
は
続
き
、つ
い
に
１
年
後
、そ
の
理
想
は
現

実
の
も
の
と
な
っ
た
。
準
備
は
で
き
た
。
後
は
頂
を
目

指
し
て
登
る
だ
け
だ
。「
夏
の
炎
天
下
に
冷
凍
た
こ

焼
き
を
い
っ
ぱ
い
提
げ
て
、東
京
・
大
阪
の
商
社
や
食

品
メ
ー
カ
ー
に
売
り
込
む
た
め
、い
や
歩
い
た
、歩
い
た
」
。

味
に
は
自
信
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
実
証
す
る
場
が
ほ

し
か
っ
た
の
だ
。
そ
の
努
力
が
実
を
結
び
、大
手
メ
ー

カ
ー
が
テ
ス
ト
販
売
し
て
く
れ
た
。こ
う
し
て
ま
た
彼
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神戸育ちの妻が「八ちゃん堂」のたこ焼きのテイストを決めた。
照れながら「二人三脚」であることを川邊も認める 

福岡大学山岳部時代のかけがえのない仲間たちと。 
前列一番右が川邊 

熱
い
心
を
持
っ
た
 

ク
ラ
イ
マ
ー
的
企
業
家
。
 

2
0
0
万
円
を
貸
し
て
く
れ
た
 

山
の
仲
間
を
決
し
て
忘
れ
な
い
。
 

 

福
大
山
岳
部
で
の
経
験
が 

す
べ
て
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
。 

考
え
る
、判
断
す
る
、決
断
す
る 

そ
し
て
果
敢
に
実
行
す
る
。 

は
難
所
を
越
え
た
の
で
あ
る
。
冷
凍
た
こ
焼
き
は
瞬

く
間
に
人
気
を
呼
び
、や
が
て
生
産
量
は
１
日

1
0
0
万
個
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。「
で
も
や
っ

ぱ
り
、こ
こ
だ
っ
て
私
の
夢
見
た
山
頂
じ
ゃ
な
い
」
。 

      

　
川
邊
は
福
岡
大
学
時
代
、山
岳
部
に
所
属
し
て
い

た
。
そ
の
時
の
熱
い
経
験
が
企
業
人
と
し
て
の
彼
の

大
き
な
支
え
で
あ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。 

　
「
山
に
登
る
と
い
う
行
為
は
、そ
の
大
半
が
周
到
な

準
備
の
積
み
重
ね
で
す
よ
」
。
彼
は
徹
底
的
に
準
備

す
る
。
山
頂
に
至
る
ま
で
の
キ
ャ
ン
プ
地（
段
階
）を

幾
つ
も
設
定
し
、確
実
に
積
み
重
ね
て
い
く
。そ
し
て

決
行
。「
考
え
る
、判
断
す
る
、決
断
す
る
、実
行
す

る
、登
山
と
は
そ
の
繰
り
返
し
。
仕
事
も
人
生
も
同

じ
で
す
」
。そ
し
て
登
山
家
は
頂
へ
登
っ
た
瞬
間
か
ら
、

次
の
山
頂
を
ま
た
目
指
す
。川
邊
は
失
敗
も
経
験
し

た
。冷
凍
た
こ
焼
き
が
軌
道
に
乗
っ
た
後
、当
時
成
長

軌
道
に
あ
っ
た
冷
凍
麺
事
業
に
乗
り
出
し
た
。７
億

円
を
か
け
て
最
新
の
設
備
を
持
つ
工
場
を
作
っ
た
。

し
か
し
大
手
メ
ー
カ
ー
と
の
競
合
が
無
理
だ
と
判
断

す
る
と
、こ
の
工
場
を
さ
っ
と
手
放
す
。
登
山
家
が
下

山
を
決
断
す
る
時
の
呼
吸
だ
。た
と
え
頂
が
目
の
前

に
見
え
て
い
て
も
無
理
だ
と
判
断
す
れ
ば
勇
気
を
持
っ

て
撤
退
す
る
。
結
果
的
に
こ
の
迅
速
な
判
断
が
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
。
ま
た
、「
冷
凍
ナ
ス
」
は

た
こ
焼
き
と
並
ぶ
主
力
商
品
だ
が
、商
品
化
し
た
１

年
目
は
渇
水
に
よ
る
原
材
料
の
ナ
ス
不
足
で
大
き
な

赤
字
が
出
た
。
原
料
費
の
高
騰
で
売
れ
れ
ば
売
れ
る

ほ
ど
赤
字
に
な
る
の
で
あ
る
。
川
邊
は
こ
の
時
は
全

面
撤
退
せ
ず
誰
も
が
あ
っ
と
驚
く
よ
う
な
迂
回
ル
ー

ト
を
と
っ
た
。1
9
9
6
年
、ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
に「
八
ち
ゃ
ん
堂
ベ
ト
ナ
ム
」
を
設
立
、ナ
ス
畑
を
作

り
生
産
拠
点
を
移
す
こ
と
で
、「
冷
凍
ナ
ス
」
販
売
を

軌
道
に
乗
せ
た
の
で
あ
る
。 

      

　
人
間
は
そ
の
性
情
に
よ
っ
て
ハ
ム
レ
ッ
ト
型
と
ド
ン

キ
ホ
ー
テ
型
に
大
別
さ
れ
る
と
い
う
。
内
向
的
に
深

く
考
え
る
か
、外
向
的
で
時
に
猛
進
す
る
か
。
川
邊

義
隆
は
そ
の
両
方
を
併
せ
持
つ
、た
と
え
れ
ば
ク
ラ

イ
マ
ー
型
で
あ
る
。
移
動
販
売
を
始
め
た
時
、彼
は
た

こ
焼
き
の
作
り
方
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
。
緻

密
な
イ
メ
ー
ジ
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
立
て
な
が

ら
、た
こ
焼
き
の
味
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
登
る
チ
ャ
ン
ス
と
見
れ
ば
が
む
し
ゃ
ら
に
登
る
。

「
な
ん
と
か
な
る
」
と
い
う
楽
天
性
と
「
な
ん
と
か
す

る
」
と
い
う
強
靭
な
意
志
と
計
画
性
。
ま
さ
し
く
彼

は
ク
ラ
イ
マ
ー
型
企
業
家
で
あ
る
。 

　
移
動
販
売
を
始
め
る
時
、川
邊
に
は
資
金
が
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。
思
い
あ
ま
っ
て
山
岳
部
時
代
の
仲
間

に
相
談
し
た
。
10
数
年
も
ほ
と
ん
ど
行
き
来
の
な
か
っ

た
仲
間
は
、黙
っ
て
彼
が
口
に
し
た
倍
額
以
上
の
資

金
を
振
り
込
ん
で
く
れ
た
。「
ザ
イ
ル
一
本
で
結
び
つ

い
た
仲
間
だ
か
ら
ね
」
。そ
の
友
情
を
彼
は
決
し
て
忘

れ
な
い
。そ
の
信
頼
を
決
し
て
裏
切
ら
な
い
。そ
し
て

ク
ラ
イ
マ
ー
は
、当
然
の
よ
う
に
こ
う
言
う
。 

「
ま
だ
ま
だ
頂
上
じ
ゃ
な
い
。
私
に
は
征
服
し
て
い
な

い
山
が
、そ
れ
こ
そ
山
の
よ
う
に
あ
る
ん
だ
」
。 

     

　福岡大学の「ベンチャー起業論」は学生に「ベンチャー起業家になり

たい」というきっかけを与え、モチベーションを高める講座です。皆さんに

はベンチャー企業を起こすつもりで講義に望んでもらいます。皆さんは自

分自身のビジネスプランを作成し、これをプロのベンチャーキャピタリスト

の前で効果的に発表するための実践技術を身に付けてもらいます。講

師は本文の川邊義隆氏を含むプロ中のプロです。また、一流企業に就

職したいという人も大歓迎。ベンチャー企業を起こすという発想と能力

の持ち主を一流企業の人事担当者が見逃すはずがないからです。 ▲自分のやる気と発想力が試される実践的な講座 

社長になりたい人と、 
一流企業に就職したい人のための実践講座 
 ベ ンチャー 起 業 論  

ところで 
コラム 

福岡大学生のみなさんへ  
私たちが学生の頃、福大生の特長は「野性味」だとよく
言われていた。今は洗練の時代だから、外見はスマートに
なってもいい。だけど根本にはそんな野性味を持っていて
ほしい。飼いならされるな。貧しくてもいいが卑しくはなるな。
決して群れるな。「個」として強くなれ。そして礼儀や友情、
家族愛などの「生身」の人間としての本質を忘れるな。
これを忘れると、君は「野性味」ではなく、ただの「野人」
になってしまう。最後に、実につたなくて申し訳ないが、
私の座右の銘ともいうべき言葉を贈る。 
 
「勇気持て　己が命の一刻に　全知全能心いくまで」 

福岡大学時代の川邊。 
１年のうち100日以上は山
での生活。それでも卒業
できたのは山男たちの友
情と先生方の男気のおか
げだと言う。その頃の話に
なると鋭い目が柔らかく和む。 
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こ
ん
に
ち
は 

先
輩 

OB・OGメッセージ 

江頭　香織さん 
■薬学部　1999年卒業 
■総合メディカル株式会社 

私が今の会社を選んだのは…。直感ですね（笑）。薬学部は国家試験があるから

４年になっても授業や実習で大変なんです。あまり就職活動もできません。就職よ

りも薬剤師になることが先決！って感じですからね。そんな中でも少しずつ情報を

集めていました。医薬分業の時代ですから「保険薬局」という在り方には興味があ

り、いろいろ考えて最後は自分の直感を信じて今の会社を選んだんです。正解でし

た（笑）。皆さんも情報と直感をうまく調合して就職の妙薬にしてください。 

情
報
は
し
っ
か
り 

最
後
は
直
感
で 

渡邊　広孝さん 
■経済学部　1998年卒業 

■日本放送協会 

リクルート雑誌と資料請求の際に送られてきたパンフレットが他社に比べて厚くて、

そこで働いている人の話が沢山盛り込まれていて好印象を持っていました。今でこ

そ話せる事ですが、正直な話、受かるとは思わなかったので、ＮＨＫは記念受験のつ

もりでというのが本音です。当時、大学主催のマスコミ筆記試験模試を受けたら、

ナント！模試と同じ問題が出たので、これはやる価値があると思いました。面接は

落ち着くことが肝心。模擬面接などを重ねて慣れておくといいですね。たとえ狭き

門でもあきらめずに積極的に挑戦してください。僕みたいなこともありますから（笑）。 

江上　由香里さん 
■人文学部　1997年卒業 
■株式会社エフエム福岡 

たまたま足を運んだ就職課で知り合いの先生に声をかけられて試験を受けてみよ

うと思いました。これは、タイミングと縁ですね。とても大事だと思う。面接では学生

時代にイギリスへ留学したことをアピールしました。面接をする方も得意とする面を

もっている学生には、おのずと興味もわくし関心も高まる。簡単なことでもいいから、

自信を持って言えるものを探してみてください。待っていても何も起こりません。自

分がこうだと感じた時は、積極的に動いてみる。あと、誰にも負けないと自信が持て

る何かを見つけてください。でも、無理をせずマイペースでね。 

尾塚　宗典さん 
■体育学部　1997年卒業 
■大和ハウス工業株式会社 

小さい頃からずっと剣道をしていて、大学でも剣道一筋でした。やはりその時に培っ

た精神や体力が今の私の基本になっていますね。まず礼儀。大きな声を出して、しっ

かりとした挨拶。相手の立場になって考える心配りなどもスポーツを通して身に付

いたのだと思っています。このようなことは人間としての基本ですよね。皆さんもこ

れらのことは忘れないでほしい。それから営業職は話上手よりも「聞き上手」の方

がいい。これも日々の中で心掛けてください。きっと役に立ちます。 

剣
道
で
鍛
え
た 

精
神
が
基
本
に 

役に立ったマスコミ 
筆 記 模 擬 試 験  

タイミングと 
縁を大 切にして  



大学生活は自分をデザインする場だと考えてほしい。

将来の自分自身を設計していく場ですね。私たち教

員や福岡大学には受け入れ能力が十分にあるのだ

から、学生の方から、将来の自分のために何をすべき

か、という目的意識を持って行動してほしい。大人た

ちが準備した環境でただ流されてしまうのは、ちょっと

情けないですから。 

福大生へのメッセージ 

法学部長　 

新関 輝夫教授 
日本大学－名古屋大学大学院 
専門：民法学　62歳 

学
部
長
に
と
っ
て
「
法
学
・
工
学
」
と
は
な
ん
で
す
か 

　
　
　
趣
味
、か
な
。
一
生
の
趣
味
。
具
体
的
な
生

産
を
せ
ず
に
、純
粋
に
楽
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

だ
か
ら
、私
に
と
っ
て
法
学
と
は『
趣
味
』
な
ん
で
す
。 

　
　  

工
学
と
は
創
造
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
特

に
強
調
し
た
い
の
は
、社
会
の
真
っ
た
だ
中
で
人
の
た

め
、世
の
た
め
黙
々
と
実
践
す
る
学
問
で
あ
る
こ
と
。 

 

ど
ん
な
人
（
性
格
）
が
「
法
学
・
工
学
」
に
向
い
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
か 

　
　
　
理
屈
で
も
の
を
考
え
る
人
。
意
外
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、数
学
が
好
き
な
人
。 

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
精
神
、探
究
心
、実
行
力
に
富
む
人
。 

 

「
法
学
・
工
学
」
を
学
ぶ
の
に
い
ち
ば
ん
大
切
な

こ
と
は
な
ん
で
す
か 

　
　
　
バ
ラ
ン
ス
感
覚
。「
み
ん
な
に
よ
か
こ
と
」っ

て
い
う
か
な
。こ
っ
ち
に
良
く
て
こ
っ
ち
に
悪
い
っ
て
い

う
の
は
ダ
メ
。み
ん
な
に
利
益
が
あ
れ
ば
と
い
う
感

覚
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
　
　
格
言
を
ひ
と
つ
。「
工
学
は
心
な
り
。
心
正

し
か
ら
ざ
れ
ば
工
学
ま
た
正
し
か
ら
ず
」
。 

 

学
部
長
が
最
も
尊
敬
す
る
偉
人
を
一
人
あ
げ
て

く
だ
さ
い 

　
　
　
川
島
武
宜
先
生
。
民
法
学
者
で
、法
社
会

学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
す
。 

　
　
　
田
辺
朔
朗
。
明
治
初
期
に
大
学
を
卒
業
し

た
ば
か
り
の
若
干
22
歳
で
琵
琶
湖
疎
水
工
事
の
総

設
計
・
工
事
を
や
り
遂
げ
た
。
今
の
大
学
生
で
や
れ

る
で
し
ょ
う
か
。 

 「
法
学
・
工
学
」
は
ど
ん
な
か
た
ち
で
社
会
に

貢
献
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
か 

　
　
　
法
律
学
と
い
う
の
は
非
常
に
古
い
学
問
で
、

こ
れ
か
ら
も
根
本
的
に
大
き
な
変
化
は
な
い
、む
し

ろ
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。
基
本
的
に
は
今
ま

で
と
同
じ
役
割
で
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
。そ
れ
が

大
切
な
ん
で
す
。 

　
　
　
環
境
工
学
・
生
命
工
学
・
福
祉
工
学
な
ど
、

従
来
の
縦
型
か
ら
横
断
型
、文
理
連
携
や
医
工
連

携
な
ど
の
形
態
で
社
会
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

福
岡
大
学
法
学
部
・
工
学
部
の
い
ち
ば
ん
の
特
徴

は
な
ん
で
す
か 

　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
教
員
が
い
る
の
で
専
門
分
野
が

広
い
と
い
う
こ
と
。
科
目
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
に
履

修
で
き
る
。
学
生
に
も
人
気
の
海
外
研
修
が
あ
る
、

と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
ね
。 

　
　
　
共
通
教
育
と
専
門
教
育
の
バ
ラ
ン
ス
の
良

さ
か
な
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
設
当
初
か
ら
実

施
す
る
な
ど
、「
実
際
に
役
に
立
つ
」
プ
ロ
を
育
成

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

 

学
部
長
が
試
験
の
判
定
に
留
意
し
て
い
る
の
は

ど
ん
な
点
で
す
か
。 

　
　
　
問
題
と
ち
ゃ
ん
と
正
面
向
き
合
っ
て
真
剣

に
考
え
て
い
る
か
ど
う
か
。
試
験
前
に
ノ
ー
ト
を
コ
ピ
ー

し
、ま
わ
し
読
み
し
て
、解
答
用
紙
に
暗
記
し
た
内

容
を
書
く
よ
う
な
こ
と
じ
ゃ
点
は
や
れ
ま
せ
ん
！ 

　
　
　
日
常
の
レ
ポ
ー
ト
、平
常
試
験
と
定
期
試

験
で
総
合
的
に
。
勉
強
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
れ
ば

難
し
く
な
い
、は
ず
な
ん
だ
け
ど（
笑
）。 

 

新
関 

新
関 

新
関 

新
関 

新
関 

新
関 

新
関 

大
和 

大
和 

大
和 

大
和 

大
和 

大
和 

大
和 

学問のことからプライベートまで、さまざまな質問を投げかけて学部長の本音を聞いていくインタビュー特集。 
今回は法学部長と工学部長にアタック！両学部長の人柄やスタンスがくっきりと浮き彫りになりました。 

第2回 

10

学部長に質問！ 

大和 竹史 教授 新関 輝夫 教授 



経営法学科では１年次の夏休みに海外研修
を実施。研修先は米国シアトルのワシントン
大学。 
ホームステイをしながら、法学部の講義やビ
ジネススクールの教員のレクチャーを受けます。
そのほか現地の企業や政府のオフィス訪問も。 

技術と専門知識の修得にとどまらず、工学
倫理・技術者倫理などを重視し、社会的に
も調和のとれた人材育成を目指す工学部。
その一環としてインターンシップ制を創立
時からいち早く取り入れています。 

工学部長　大和 竹史教授 
九州大学－九州大学大学院 
専門：コンクリート工学　59歳 

まず自分が生涯をかけてやれる仕事を見つけよう。大学という時間と空間はそ

のためにあるといっていい。その仕事が見つかったら、失敗を繰り返してもめ

げない「粘り根性」で初志を貫徹してほしい。人間の価値はさまざまだが、人

のため世のためにどれだけ貢献したかということが大きな価値のひとつだと私

は思っています。 

福大生へのメッセージ 

学
部
長
は
ど
ん
な
学
生
が
好
き
で
す
か 

　
　
　
み
ん
な
好
き
。
嫌
い
な
学
生
は
い
ま
せ
ん（
笑
）。 

　
　
　
実
行
力
の
あ
る
人
。あ
る
い
は
実
行
力
を
身

に
付
け
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
人
。 

 

学
部
長
の
趣
味
は
な
ん
で
す
か 

　
　
　
最
初
に
お
話
し
た
通
り
。
法
学
で
す
。 

　
　
　
読
書
か
な
、や
っ
ぱ
り
。 

 

学
部
長
が
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
な
ん
で
す
か 

　
　
　
得
意
な
の
は
ス
キ
ー
。
最
近
は
ゴ
ル
フ
も
や
っ

て
ま
す
。 

　
　
　
剣
道
、ゴ
ル
フ
、そ
れ
か
ら
毎
日
や
る
真
向
法

と
呼
吸
法
。 

 

学
部
長
は
休
み
の
日
、ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か 

　
　
　
本
を
読
む
か
、自
宅
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
。
妻
と
二
人

で
ス
ー
パ
ー
へ
買
い
物
に
行
く
こ
と
も
。 

　
　
　
剣
道
の
審
判
。そ
れ
か
ら
園
芸
好
き
な
妻
の

園
芸
店
行
き
の
運
転
手（
笑
）。 

 

学
部
長
の
座
右
の
銘
を
教
え
て
く
だ
さ
い 

　
　
　
な
い
な
ぁ
。
申
し
訳
な
い
ね（
笑
）。 

　
　
　
「
知
行
合
一
」
、「
文
武
両
道
」
。 

 

学
部
長
が
好
き
な
音
楽（
曲
）は
な
ん
で
す
か 

　
　
　
ナ
ベ
サ
ダ（
渡
辺
貞
夫
）。
忙
し
い
か
ら
、癒
や

さ
れ
た
い
ん
だ
ね
。 

　
　
　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
や
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
。 

 

学
部
長
の
思
い
出
の
映
画
は
な
ん
で
す
か 

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
で
観
た
小
津
安
二
郎
監
督
「
秋
刀

魚
の
味
」
。フ
ラ
ン
ス
人
が
泣
く
ん
で
す
よ
。 

い
い
も
の
は
万
国
共
通
だ
な
と
思
っ
た
。 

　
　
　
「
七
人
の
侍
」
。
永
遠
の
名
作
。 

 

も
し
一
カ
月
休
み
が
取
れ
る
と
し
た
ら
何
を 

な
さ
い
ま
す
か 

　
　
　
原
稿
書
く
か
な
ぁ
。
一
カ
月
も
休
み
が
あ
っ

た
ら
飽
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。 

　
　
　
イ
ン
ド
に
行
っ
て
ヨ
ガ
の
基
礎
を
修
得
し
た
い
な
ぁ
。 

 

人
生
で
最
も
影
響
を
受
け
た
書
物
は
な
ん
で
す
か 

　
　
　
い
っ
ぱ
い
あ
り
す
ぎ
て
選
べ
な
い
。
最
近
学

生
に
す
す
め
た
本
な
ら
阿
部
謹
也
著
『
刑
吏
の
社

会
史
』
、同
じ
く
『
ハ
ー
メ
ル
ン
の
笛
吹
き
男
』
。 

　
　
　
工
学
の
大
先
達
の
著
『
ケ
ー
ベ
ル
博
士
随
筆
集
』
。 

 

ど
ん
な
女
性
が
お
好
き
で
す
か
。
タ
イ
プ
で
も

具
体
的
な
お
名
前（
女
優
な
ど
）で
も
結
構
で
す 

　
　
　
私
は
長
く
付
き
合
っ
て
み
て
好
き
に
な
る

タ
イ
プ
。
だ
か
ら
第
一
印
象
で
好
き
と
い
う
女
性
は

い
ま
せ
ん
ね
。 

　
　
　
藤
村
志
保
。
和
服
が
と
て
も
似
合
う
。
若
い

人
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う
な
ぁ
。 

 

好
き
な
食
べ
物
は
な
ん
で
す
か 

　
　
　
酒（
日
本
酒
）の
肴
。 

　
　
　
魚
、そ
れ
か
ら
、め
ん
類
だ
ね
。 

 

昔
の
福
大
生
と
今
の
福
大
生
、変
わ
っ
た
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
す
か 

　
　
　
昔
は
豪
快
で
型
破
り
、ユ
ニ
ー
ク
な
学
生
が

い
た
。
今
の
学
生
は
き
っ
ち
り
し
て
い
る
。 

そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
。そ
こ
が
寂
し
い
な
ぁ
。

ソ
ツ
が
な
い
。
発
想
が
貧
困
な
学
生
が
多
い
で
す
ね
。 

　
　
　
昔
に
比
べ
る
と
な
か
な
か
学
生
が
話
し
に

来
な
い
ね
。
私
が
年
を
取
っ
た
せ
い
も
あ
る
か（
笑
）。

今
は
で
き
る
だ
け
こ
ち
ら
か
ら
話
し
掛
け
る
よ
う

に
努
力
し
て
ま
す
。 

 

福
大
生
の
欠
点
・
美
点
は
な
ん
で
す
か 

　
　
　
清
潔
で
、誠
実
で
、人
が
い
い
。で
も
そ
れ
だ

け（
笑
）。
美
点
で
も
あ
り
欠
点
で
も
あ
る
。 

　
　
　
欠
点
は
自
分
の
考
え
を
的
確
に
言
葉
に
表

現
で
き
な
い
こ
と
。
美
点
は
明
る
く
て
み
ん
な
仲
が

良
い
こ
と
か
な
。 

新
関 

新
関 

新
関 

新
関 

新
関 

新
関 

新
関 

新
関 

新
関 

新
関 

新
関 

新
関 

新
関 

大
和 

大
和 

大
和 

大
和 

大
和 

大
和 

大
和 

大
和 

大
和 

大
和 

大
和 

大
和 

大
和 

　
今
回
は
両
学
部
長
と
も
、ち
ょ
っ
と
辛
口
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、誌
面

で
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

語
り
口
は
温
か
く
福
大
生
へ
の
愛
情
に
あ
ふ
れ

た
も
の
で
し
た
。こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
読
ん

だ
君
が
、今
度
は
両
学
部
長
に
直
接
ア
タ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。「
学
部
長
に
質
問
！
」
。
そ
の

質
問
が
有
意
義
な
も
の
で
あ
れ
ば
、き
っ
と
熱

心
に
答
え
て
い
た
だ
け
る
は
ず
で
す
。 

経営法学科の 
海外研修 

企業の現場へ飛びこむ 
インターンシップ 

ところで 
コラム 

【法学部】 【工学部】 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 
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学部長に質問！ 



極
小
の
世
界
か
ら
物
質
を
見
極
め
る 

有
用
な
性
質
を
効
率
的
に
引
き
出
す 

3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
研
究
 

社
会
に
直
接
貢
献
す
る
た
め 

大
き
な
注
目
を
集
め
て 

 

ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

福岡大学で推進している研究内容 
および施設を紹介。 
今回は、高機能物質研究所と資源循環・ 
環境制御システム研究所を紹介します。 

  

　
あ
ら
ゆ
る
物
質
に
は
本
来
持
つ
有
用
な
性
質
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
を
よ
り
効
率
的
に
引
き
出
せ
ば
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

と
え
ば
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
に
は
毒
性
が
あ
り
ま

す
が
、そ
れ
が
金
属
イ
オ
ン
と
結
合
し
や
す
い
ポ
リ

ア
ミ
ン
分
子
な
ど
と
結
合
す
る
こ
と
で
、毒
性
の
な

い
金
属
錯
体
と
な
り
ま
す
。こ
の
金
属
錯
体
分
子

を
特
異
的
に
凝
集
さ
せ
る
こ
と
で
触
媒
作
用
な
ど

の
新
し
い
機
能
を
発
現（
現
し
出
す
）し
創
製（
そ
れ

を
社
会
に
役
立
て
て
い
く
）す
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
す
。
高
機
能
物
質
研
究
所
は
こ
の
よ
う
な
研

究
を
目
的
に
、文
部
科
学
省
か
ら
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー

チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
設
置
認
定
を
受
け
、平
成

12
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
例
と
し
て
挙
げ
た
研

究
は
研
究
所
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
「
多
分
子
凝
集

系
グ
ル
ー
プ
」
の
研
究
で
す
。 

   

　
高
機
能
物
質
研
究
所
は
福
岡
大
学
理
科
系
大
学

院
を
基
盤
と
し
た
研
究
所
で
あ
り
、理
・
工
・
医
・
薬

学
部
の
ス
タ
ッ
フ
が
協
同
し
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

研
究
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
３
つ
に
分
か
れ
、そ
れ
ら

が
さ
ら
に
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

﹇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1
﹈ 

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
痴
ほ
う
症
を
伴
う
難
治

性
神
経
変
性
疾
患
の
治
療
法
を
見
い
だ
す
た
め
に
、

そ
の
原
因
物
質
と
し
て
脳
内
の
特
異
タ
ン
パ
ク
質

に
着
目
、そ
の
生
成
や
沈
着
の
機
序
お
よ
び
痴
ほ

う
の
発
症
機
序
を
遺
伝
子
改
変
ね
ず
み
な
ど
を
用

い
て
研
究
。 

﹇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
＝
多
分
子
凝
集
系
グ
ル
ー
プ
﹈ 

　
概
要
は
先
に
述
べ
た
通
り
。
特
に
凝
集
状
態
の

新
し
い
観
察
手
段
を
開
発
す
る
こ
と
で
凝
集
状
態

と
機
能
性
の
関
連
を
解
明
、新
規
多
分
子
凝
集
系

の
構
築
法
の
確
立
を
図
る
。 

﹇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
＝
超
分
子
グ
ル
ー
プ
﹈ 

　
生
体
超
分
子
を
手
本
に
し
て
、人
工
超
分
子
特
有

の
性
質
と
多
彩
な
分
子
の
機
能
の
複
合
化
に
よ
り

精
密
で
動
的
な
機
能
の
発
現
を
図
る
。
同
時
に
生

体
超
分
子
の
研
究
や
複
雑
系
科
学
の
新
し
い
法
則

の
探
究
を
通
じ
て
、次
世
代
ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
の
設

計
指
針
を
明
ら
か
に
す
る
。 

﹇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
3
﹈ 

　
情
報
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
産
業
・
技
術
の
た
め
の
新
素
材
の
研
究
を

行
う
。
素
材
の
作
ら
れ
る
環
境
や
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル（
10

億
分
の
１
メ
ー
ト
ル
）サ
イ
ズ
の
微
細
な
構
造
の
制
御

を
目
指
し
て
い
る
。 

   

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
の
研
究
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど

の
治
療
薬
開
発
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
は
環
境
に
や
さ
し

い
ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
は
超
伝
導
体
や

デ
バ
イ
ス
材
料
開
発
な
ど
に
貢
献
す
る
も
の
。
研
究
は

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル（
1
0
0
万
分
の
１
メ
ー
ト
ル
）や

ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
、さ
ら
に
小
さ
な
原
子
レ
ベ
ル
に
わ
た
る

も
の
で
す
が
、可
能
性
は
と
て
も
大
き
な
も
の
で
す
。

高
機
能
物
質
研
究
所
は
そ
の
期
待
と
注
目
を
担
っ
て
、

本
学
内
か
ら
だ
け
で
な
く
国
内
外
か
ら
の
研
究
者
も

加
え
た
研
究
・
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

遺伝子改変ねずみを使ったプロジェクト１の研究風景 

先端の研究機材で微小の世界に挑む 

大学院生も研究プロジェクトの 
大きな役割を担っている 
 
 

高
機
能
物
質
研
究
所 

所
長 

脇
田 

久
伸
（
理
学
部
教
授
） 

 

1985年 福岡大学理学部教授 
2000年から高機能物質研究所所長 
専門：分析化学 
福岡ナノテク推進会議企画運営委員 
JMLGチェアマン 

高
機
能
物
質
研
究
所 
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今
世
紀
に
予
想
さ
れ
る
世
界
人
口
の
急
増
は
、地

球
環
境
の
悪
化
と
資
源
の
枯
渇
と
い
う
問
題
を
さ
ら

に
深
刻
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、環
境
汚
染
へ
の
不
安
解
消
や
、

年
々
増
加
す
る
廃
棄
物
の
将
来
に
わ
た
る
処
分
場
対

策
な
ど
、廃
棄
物
の
無
害
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
減

量
化
の
研
究
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
福
岡
大
学
は
、ゴ

ミ
の
埋
め
立
て
研
究
を
昭
和
41
年
か
ら
始
め
る
な
ど

の
先
駆
性
と
実
績
が
認
め
ら
れ
、平
成
９
年
度
に
文

部
科
学
省
の
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
お
よ
び
北

九
州
市
の
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
の
支
援
を
受
け
「
資
源
循

環
・
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
研
究
所
」
を
北
九
州
市
若
松

区
に
設
立
し
ま
し
た
。 

    

　
そ
れ
か
ら
5
年
、研
究
は
高
度
な
技
術
を
有
す
る

企
業
23
社
と
九
州
大
学
な
ど
6
大
学
と
の
共
同
研
究

に
よ
り
貴
重
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。ま
た
研
究
所

を
中
心
に
、公
的
機
関
を
は
じ
め
、企
業
な
ど
20
の
実

証
プ
ラ
ン
ト
が
次
々
に
進
出
し
、こ
の
地
は
環
境
リ
サ

イ
ク
ル
技
術
の

先
進
エ
リ
ア
と

な
り
ま
し
た
。

今
後
も
①
最
終

処
理
場
安
定
化

促
進
技
術
・
廃

棄
物
洗
浄
型
埋

立
処
理
シ
ス
テ

ム
開
発
・
資
源

補
完
型
埋
立
シ

ス
テ
ム
開
発
な

ど
を
行
う
「
次

世
代
型
最
終
処

分
場
技
術
グ
ル
ー
プ
」
②
焼
却
灰
の
無
害
化
と
再

利
用
技
術
・
汚
染
土
壌
修
復
技
術
の
開
発
な
ど
を

行
う
「
環
境
汚
染
物
質
の
無
害
化
お
よ
び
廃
棄
物

の
再
資
源
化
技
術
グ
ル
ー
プ
」
③
大
気
圏
・
水
圏
の

有
害
物
質
分
解
技
術
・
有
機
系
廃
棄
物
の
無
害
化

と
再
利
用
技
術
を
行
う
「
環
境
制
御
お
よ
び
有
機

系
廃
棄
物
の
再
資
源
化
技
術
グ
ル
ー
プ
」
な
ど
に

よ
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
開
発
を
続
け
て
い

き
ま
す
。ま
た
、関
連
研
究
会
と
し
て
④
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
対
策
研
究
会
や
⑤
Ｗ
Ｏ
Ｗ
シ
ス
テ
ム（
廃
棄

物
洗
浄
型
埋
立
処
理
シ
ス
テ
ム
）研
究
会
な
ど
も

活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

    

　
研
究
所
で
は
、資
源
循
環
型
社
会
を
築
く
た
め

地
域
へ
の
啓
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
公
開
発

表
会
の
開
催
や
読
み
や
す
い
新
書
版
的
な
関
連
書

物
の
出
版
計
画
も
そ
の
一
環
で
す
。ま
た
、地
域
の

化
学
部
の
高
校
生
た
ち
に
夏
休
み
に
研
究
所
を
開

放
し
、彼
ら
の
自
由
研
究
に
役
立
て
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
も
。こ
の
よ
う
に
「
廃
棄
物
を
取
り
扱
う
に

あ
た
っ
て
は
、廃
棄
物
を
取
り
巻
く
環
境
は
安
全
に

制
御
し
な
が
ら
も
、そ
の
中
か
ら
新
し
い
資
源
が
生

じ
て
く
る
と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
、廃
棄
物
が
安
全

に
資
源
と
し
て
再
生
さ
れ
る
実
証
の
現
場
を
一
般

の
人
た
ち
に
見
て
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
」
と
い
う

創
設
者
・
花
嶋
正
孝
名
誉
教
授
の
言
を
こ
れ
か
ら

も
継
承
し
前
進
し
て
い
く
「
資
源
循
環
・
環
境
制
御

シ
ス
テ
ム
研
究
所
」
。ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
汚
染
土
壌

を
化
学
的
に
生
物
学
的
に
処
理
す
る
研
究
や
、ゴ

ミ
捨
て
場
の
ゴ
ミ
を
い
か
に
早
く
土
に
か
え
す
か
と

い
う
研
究（
Ｗ
Ｏ
Ｗ
シ
ス
テ
ム
）、さ
ら
に
酸
化
チ
タ

ン
光
触
媒
の
研
究
な
ど
実
用
的
な
環
境
技
術
開

発
を
通
し
て
の
社
会
貢
献
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

敷地内には研究のため 
「ゴミ埋立場」も設けられている 

専門：反応工学・触媒工学 

資
源
循
環
・
環
境
制
御 

シ
ス
テ
ム
研
究
所 

所
長 

中
野 

勝
之
（
工
学
部
教
授
） 

 

1968年 京都大学工学部卒業 
1990年 福岡大学工学部教授 
2002年から資源循環・環境制御システム研究所所長 

持
続
可
能
な
社
会
を
築
き 

地
球
の
資
源
を
守
る
た
め
に 

 

研
究
所
を
中
心
に
 

20
の
実
証
プ
ラ
ン
ト
が
次
々
と
 

地
域
や
子
ど
も
た
ち
に
 

開
か
れ
た
研
究
所
に
 

先進の装置で実証研究が進む 

資源循環・環境制御システム研究所 

13

学術フロンティア推進事業 

資源循環・環境制御 
システム研究所 
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ま
ず
専
門
学
校
と
違
う
メ
リ
ッ
ト
を
ご
説
明
し
ま

し
ょ
う
。エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
福
岡
大
学
独
自
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。教
員

と
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
、専
門
学
校
が
協
力
し
て
学
部

教
育
と
連
動
し
た
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て

い
る
の
で
す
。ま
た
、大
学
の
施
設
を
利
用
し
て
い
る

の
で
安
価
な
受
講
料
金
で
講
座
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
大
学
と
専
門
学
校
の
両
方
に
通
う

「
Ｗ
ス
ク
ー
ル
」
に
比
べ
る
と
か
な
り
お
得
だ
と
思
い

ま
す
。復
習
や
自
習
を
す
る
方
に
便
利
な
ビ
デ
オ
ブ
ー

ス
を
13
席
用
意
す
る
な
ど
セ
ン
タ
ー
独
自
の
施
設
も

充
実
し
て
い
ま
す
。し
か
も
学
内
で
の
開
講
な
の
で
、

通
学
に
よ
る
時
間
の
ロ
ス
や
交
通
費
の
負
担
が
な
い

こ
と
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
し
ょ
う
。 

    

　
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
実
際
に
講
座
に
入
る
な
ど
し

て
講
師
の
質
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。ま
た
講

師
を
採
用
す
る
際
に
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

さ
ら
に
模
擬
講
義
を
行
っ
て
も
ら
う
な
ど
厳
し
い
基

準
を
ク
リ
ア
し
た
方
だ
け
を
採
用
し
て
い
ま
す
。こ
の

姿
勢
が
講
義
の
質
に
バ
ラ
つ
き
の
な
い
、高
い
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
を
維
持
し
て
い
る
秘
訣
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

    

　
一
般
の
文
化
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
は
、研
究
成
果
の
講

義
と
い
う
側
面
が
強
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
「
福
岡
大
学
市
民
カ
レ
ッ
ジ

講
座
」
は
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
提
供
し
て
い
る

の
で
、よ
り
実
践
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
ん
な
に
あ
る 

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
シ
リ
ー
ズ 

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の 

メ
リ
ッ
ト 

気
に
は
な
っ
て
い
る
。な
ん
だ
か
役
立
つ
セ
ン
タ
ー
ら
し
い
。だ
け
ど
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
、だ
か
ら
も
っ
と
知
り
た
い
。 

福
大
生
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
そ
ん
な
気
持
ち
に
応
え
て
お
届
け
す
る
セ
ン
タ
ー
Ａ
ｔｏ
 Ｚ
。 

今
回
は
他
と
比
較
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。 

独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

受
講
料
金
は
安
価
で
提
供 

 

講
師
の
質
を
常
に
点
検
し 

講
義
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
高
め
る 

 一
般
の
方
に
も
内
容
の 

濃
い
実
践
的
な
講
座
を 

授業を受ける学生は真剣そのものだ 

2
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セ
ン
タ
ー
で
は
組
織
的
に
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

を
行
っ
て
い
る
の
で
、幅
広
く
、総
合
的
な
視
点
に

立
っ
た
内
容
で
、社
会
人
に
生
涯
現
役
で
い
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

       

豊富なラインナップの 

資格取得と 
試験対策講座 

国家公務員　種講座 

地方上級・国家公務員　種講座（2年間コース） 

地方上級・国家公務員　種講座（1年間コース） 

警察官・消防吏員・自衛官講座 

技術職対策講座 

教養講座（数的処理基礎編） 

教養講座（数的処理応用編） 

教員講座 

社会科教育実践指導講座 

保健体育教員講座 

小学校教員及び小学校教員資格認定試験講座 

行政書士講座  

社会保険労務士講座  

通関士講座  

宅地建物取引主任者講座 

旅行業務取扱主任者講座(一般のみ） 

旅行業務取扱主任者講座（国内および一般） 

初級システムアドミニストレータ講座 

基本情報技術者（C言語）講座  

MOUS一般レベル講座（Word・Excel）  

MOUS上級レベル講座（Word）  

MOUS上級レベル講座（Excel）  

MOUS Access 講座  

MOUS Power Point 講座  

CG（コンピュータ･グラフィックス）2級講座  

CG（コンピュータ･グラフィックス）3級講座 

３DCG実践講座  

CAD利用技術者1級･2級併願講座  

CAD利用技術者1級講座(2級取得者のみ)  

CAD利用技術者2級講座  

TOEIC 講座  

TOEFL講座 

簿記検定1級講座  

簿記検定2級講座  

簿記検定3級講座 

BATIC（国際会計検定）講座 

貿易実務検定（C級）講座  

ファイナンシャル・プランナー(AFP)講座  

販売士検定2級･３級講座  

ビジネス実務法務検定2級･3級講座  

ビジネス実務法務検定2級講座  

色彩（カラーコーディネーター）検定講座  

インテリアコーディネーター講座  

福祉住環境コーディネーター2級講座  

秘書技能検定準1級講座  

秘書技能検定2級講座  

マスコミ講座 

「パソコン関連の業務改善のた
めの資格です。具体的には社内
LＡＮの組立てを行ったりします。
昨年の5月から9月まで週2回講座
を受けたのですが、実践的で効率
的な講座だったなと思っています。
講座の終わりには模擬テストがあ
るのですが、そこで得た経験は大
きな自信になりました。今はスキル
アップのために『地方上級・国家
公務員　種講座』を受けています」。 
 

初級システム 
アドミニストレータを 
取得 

商学部 商学科3年 
井上大輔さん 

「色彩（カラーコーディネーター）
検定講座で、光により色がどう映
るかといった科学知識や、美しい
配色を行うコーディネート能力、
美術やファッションの歴史などを
学びました。私は印刷業界志望
なので広告デザインや販売企画
などに役立つ資格だと考えたんです。
センターの講座はやっぱり安くて
いいですね（笑）。カリキュラムも
実践的なので回り道しないでいい。
Ｗスクールと違い大学構内にあ
るので、通学も文字通り回り道し
ないですみました（笑）」。 

色彩検定2級を取得 

経済学部 産業経済学科4年 
橋本郁美さん 

色彩検定講座の授業風景 

「なによりのメリットは、 
　さまざまな資格が取れること」 
 

　実際にセンターで学び、資格を取った福大生にインタビューしてみました。 
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ＦＤ 推 進 委 員 会「 大 学 評 価 アン ケ ート（ 教 育 環 境 編 ）」レ ポ ート  

 

                     

　
「
大
学
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト（
教
育
環
境
編
）」
は
昨

年
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
全
学
部
学
生
を
対
象

に
実
施
し
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
は
教
育
環
境
に
つ

い
て
精
神
的
環
境
・
物
的
環
境
・
人
的
環
境
・
生
活

的
環
境
・
学
習
的
環
境
の
５
つ
の
側
面
で
と
ら
え
「
大

学
全
体
」「
大
学
の
施
設
・
設
備
」「
教
職
員
」「
学

生
生
活
の
支
援
」「
大
学
の
教
育
シ
ス
テ
ム
」
の
５

項
目
に
関
し
５
段
階
評
価
で
満
足
度
を
答
え
る
16

の
設
問
と
、改
善
を
望
む
項
目
に
関
し
て
、選
択
肢

を
選
ぶ
12
の
設
問
お
よ
び
自
由
記
述
の
形
式
で
行

い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、1
3,
0
6
4
枚
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
回
収
。
回
収
率
６
割
強
と
い
う
素
晴
ら
し
い
数

字
に
、皆
さ
ん
の
福
岡
大
学
に
対
す
る
熱
い
思
い
を

感
じ
ま
し
た
。 

　
以
下
、分
析
結
果
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。 

        

　
ま
ず
始
め
に
、精
神
的
環
境
と
し
て
大
学
全
体

の
満
足
率（
と
て
も
満
足
と
や
や
満
足
を
足
し
た
も

の
）を
示
す
数
字
は
44
・
3
％
（
Ｑ
４
大
学
の
雰
囲

気
と
Ｑ
５
福
大
の
学
生
で
あ
る
こ
と
）と
、ア
ン
ケ
ー

ト
の
項
目
で
情
報
処
理
施
設
に
次
ぎ
高
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。し
か
も
精
神
的
環
境
と
し
て
の
満
足

率
は
１
年
次
生
と
４
年
次
生
が
高
く
、中
で
も
４
年

次
生
が
ト
ッ
プ（
Ｑ
４
大
学
の
雰
囲
気
47
・
5
％
と

Ｑ
５
福
大
の
学
生
で
あ
る
こ
と
48
・
3
％
）。こ
れ
は

１
年
次
生
の
時
に
感
じ
た
満
足
度
が
２
・
３
年
次
生

で
や
や
落
ち
る
も
の
の
、福
大
の
い
ろ
い
ろ
な
面
を

知
り
、教
員
や
学
生
た
ち
と
の
交
流
が
深
ま
る
に
つ

れ
て
、「
や
っ
ぱ
り
い
い
大
学
だ
ね
」
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
て
い
る
の
か
も
。
少
し
自
慢
し
た
い
数
字
で
す
。 

     

　
人
的
環
境
と
し
て
教
職
員
へ
の
満
足
率（
Ｑ
12
教

員
の
授
業
・
指
導
と
Ｑ
13
事
務
窓
口
の
対
応
）を
示

す
数
字
は
24
・
9
％
と
厳
し
い
評
価
と
な
り
ま
し
た
。

分
け
て
み
る
と
教
員
の
授
業
・
指
導
は
26
・
6
％
、

事
務
窓
口
の
対
応
は
23
・
1
％
。
学
生
の
皆
さ
ん
の

日
常
の
生
活
・
教
育
環
境
に
根
幹
的
な
関
わ
り
を

持
つ
事
項
が
低
い
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
す
。
特
に

事
務
窓
口
の
対
応
は
、１
年
次
か
ら
４
年
次
に
か
け

て
学
年
ご
と
に
満
足
率
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。
学
年

が
進
み
、事
務
窓
口
と
の
接
触
が
増
え
る
に
つ
れ
て

不
満
が
募
る
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。Ｆ
Ｄ

推
進
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
評
価
を
厳
粛
に
受
け

と
め
、直
ち
に
取
り
組
み
施
策
を
錬
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
つ
い
て
は
18
・
19
頁
で
詳
し
く
報
告
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

      

　
次
に
具
体
的
な
改
善
点
に
つ
い
て
、3,
0
0
0

人
以
上
の
皆
さ
ん
が
改
善
を
望
ん
で
い
る
項
目
を

挙
げ
て
み
ま
す
。「
教
室
」
関
係
で
は
空
調
と
机
・
イ

ス
。
特
に
空
調
で
は
4,
6
2
9
人
が
不
満
を
訴
え

て
い
ま
す
。「
図
書
館
」
で
は
閲
覧
室
・
自
習
室
、「
福

利
・
厚
生
」
で
は
食
堂
と
休
憩
室
・
ラ
ウ
ン
ジ
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
校
地
・
校
舎
」
で
は
、学
生

駐
車
場
・
駐
輪
場
、ト
イ
レ
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
な
ど
で
す
。
そ
の
他
1,
0
0
0
人
以
上

が
改
善
し
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
項
目
は
32
項
目
に

も
及
び
ま
し
た
。
現
在
の
学
生
は
、大
学
の
中
で
自

分
の
居
場
所
の
確
保
に
悩
ん
で
い
る
と
い
う
指
摘
も

よ
く
聞
き
ま
す
。
学
生
関
係
の
施
設
・
設
備
の
整
備

に
は
、経
済
的
な
観
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、学
生
の

立
場
に
立
っ
た
教
育
的
な
観
点
か
ら
の
改
善
・
充
実

が
必
要
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
具
体
的

な
改
善
項
目
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
施
策
を
検
討

し
ま
し
た
。 

「学生中心の大学」として 
学生の視点に立った教育改革を推進 

分

析

編

 

福岡大学には多様な能力やさまざまな価値観を持った学生がいます。つまり学生の数だけ個性と可能性があるということです。 

私たちは皆さんの個性や可能性を大切にし、きめ細かな教育・指導を行うためには、学生の立場に立ち、 

学生を中心に据えた大学づくりが必要だと考えています。 

そのためのステップとして皆さんが今、福岡大学に対してなにを考え、なにを望んでいるかを知るために大学評価アンケートを実施しています。 

平成13年度の「授業編」に続き、平成14年度に実施したのは「教育環境編」。 

その分析結果と今後の対応について、お知らせします。 
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設問ごとの満足度比較（全体） 

Q  4 

Q  5 

 

Q  6 

Q  7 

Q  8 

Q  9 

Q10 

Q11 

 

Q12 

Q13 

 

Q14 

Q15 

Q16 

 

Q17 

Q18 

Q19

大学の雰囲気 

福大の学生であること 

 

教　室 

図書館 

情報処理施設 

スポーツ施設 

福利厚生施設 

校地・校舎 

 

教員の授業・指導 

事務窓口の対応 

 

奨学金・貸付制度 

保健・健康管理 

学生相談 

 

授業（科目・時間割） 

正課外教育 

就職・進路支援 

 

 

Q  4 

Q  5 

 

Q  6 

Q  7 

Q  8 

Q  9 

Q10 

Q11 

 

Q12 

Q13 

 

Q14 

Q15 

Q16 

 

Q17 

Q18 

Q19

大学の雰囲気 

福大の学生であること 

 

教　室 

図書館 

情報処理施設 

スポーツ施設 

福利厚生施設 

校地・校舎 

 

教員の授業・指導 

事務窓口の対応 

 

奨学金・貸付制度 

保健・健康管理 

学生相談 

 

授業（科目・時間割） 

正課外教育 

就職・進路支援 

 

 

計 

 

 

 

 

 

 

計 

 

 

計 

 

 

 

計 

 

 

 

計 

1,000 

1,516 

2,516 

891 

1,038 

1,899 

1,176 

1,074 

1,046 

7,124 

437 

695 

1,132 

1,104 

836 

501 

2,441 

453 

824 

616 

1,893

8.1 

12.3 

10.2 

7.2 

8.4 

15.4 

9.5 

8.7 

8.5 

9.6 

3.5 

5.6 

4.6 

9.0 

6.8 

4.1 

6.6 

3.7 

6.7 

5.0 

5.1

4,438 

4,012 

8,450 

4,007 

3,522 

4,290 

2,894 

3,497 

3,320 

21,530 

2,865 

2,164 

5,029 

2,276 

1,972 

1,146 

5,394 

2,632 

2,053 

2,056 

6,741

35.8 

32.5 

34.1 

32.3 

28.4 

34.7 

23.4 

28.3 

26.8 

29.0 

23.1 

17.5 

20.3 

18.5 

16.0 

9.3 

14.6 

21.2 

16.6 

16.7 

18.2

5,374 

5,559 

10,933 

4,709 

5,294 

4,867 

6,358 

4,854 

5,198 

31,280 

6,339 

5,950 

12,289 

7,981 

8,886 

10,200 

27,067 

5,979 

8,635 

8,535 

23,149

43.3 

45.0 

44.2 

38.0 

42.7 

39.4 

51.4 

39.3 

42.0 

42.1 

51.2 

48.1 

49.6 

64.7 

72.1 

82.9 

73.2 

48.3 

70.0 

69.2 

62.5

1,210 

918 

2,128 

2,395 

2,132 

1,080 

1,473 

2,409 

2,131 

11,620 

2,229 

2,285 

4,514 

740 

497 

328 

1,565 

2,754 

645 

891 

4,290

9.8 

7.4 

8.6 

19.3 

17.2 

8.7 

11.9 

19.5 

17.2 

15.6 

18.0 

18.5 

18.2 

6.0 

4.0 

2.7 

4.2 

22.2 

5.2 

7.2 

11.6

380 

352 

732 

404 

407 

231 

469 

519 

671 

2,701 

522 

1,268 

1,790 

231 

142 

127 

500 

570 

179 

235 

984

3.1 

2.8 

3.0 

3.3 

3.3 

1.9 

3.8 

4.2 

5.4 

3.6 

4.2 

10.3 

7.2 

1.9 

1.2 

1.0 

1.4 

4.6 

1.5 

1.9 

2.7

12,402 

12,357 

24,759 

12,406 

12,393 

12,367 

12,370 

12,353 

12,366 

74,255 

12,392 

12,362 

24,754 

12,332 

12,333 

12,302 

36,967 

12,388 

12,336 

12,333 

37,057

3.36 

3.44 

3.40 

3.21 

3.21 

3.53 

3.23 

3.18 

3.16 

3.25 

3.04 

2.90 

2.97 

3.27 

3.23 

3.13 

3.21 

2.97 

3.22 

3.16 

3.12

計 

計 

計 

計 

計 

大学全体 

施設・設備 

教職員 

学生生活 
の支援 

教育システム 

設　問 
とても満足（5点） 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

やや満足（4点） どちらでもない（3点） やや不満（2点） とても不満（1点） 
合計件数 平均値 

（5点満点中） 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

とても満足 やや満足 どちらでもない やや不満 とても不満 

8.1 35.8 43.3 9.8 3.1

12.3 32.5 45.0 7.4 2.8

10.2 34.1 44.2 8.6 3.0

7.2 32.3 38.0 19.3 3.3

8.4 28.4 42.7 17.2 3.3

15.4 34.7 39.4 8.7 1.9

9.5 23.4 51.4 11.9 3.8

8.7 28.3 39.3 19.5 4.2

8.5 26.8 42.0 17.2 5.4

9.6 29.0 42.1 15.6 3.6

3.5 23.1 51.2 18.0 4.2

5.6 17.5 48.1 18.5 10.3

4.6 20.3 49.6 18.2 7.2

9.0 18.5 64.7 6.0 1.9

6.8 16.0 72.1 4.0 1.2

4.1 9.3 82.9 2.7 1.0

6.6

3.7

14.6 73.2 4.2 1.4

21.2 48.3 22.2 4.6

6.7 16.6 70.0 5.2 1.5

5.0 16.7 69.2 7.2 1.9

5.1 18.2 62.5 11.6 2.7
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ＦＤ 推 進 委 員 会「 大 学 評 価 ア ン ケ ー ト（ 教 育 環 境 編 ）」レ ポ ー ト  

 

                         

　
確
か
に
授
業
内
容
が
時
代
に
合
わ
な
か
っ
た
り
改

善
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
も
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

は
教
員
全
員
が
授
業
内
容
、試
験
問
題
、学
生
の
理

解
度
、さ
ら
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
目
的
の
達
成
度
な
ど

を
継
続
的
に
把
握
し
て
授
業
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、学
部
・
学
科
が
ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
た
い

の
か
、そ
の
た
め
に
ど
ん
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い

る
の
か
を
皆
さ
ん
に
「
学
修
ガ
イ
ド
」
な
ど
で
き
ち
ん

と
説
明
し
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
シ
ラ
バ
ス
の
読
み
や

す
さ
な
ど
も
工
夫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

           

　
①
に
つ
い
て
は
各
学
部
・
学
科
・
年
次
に
よ
っ
て
必

修
科
目
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う
に
検
討
し

ま
す
。 

　
②
に
つ
い
て
、授
業
時
間
割
は
、ま
ず
卒
業
に
係
わ

る
学
部
・
学
科
の
科
目
を
編
成
し
、そ
の
後
、教
職
課

程
等
の
科
目
を
編
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

際
、全
学
的
に
開
講
す
る
教
職
課
程
科
目
は
で
き
る

だ
け
重
複
を
避
け
る
よ
う
に
時
間
割
を
編
成
す
る

た
め
、４
・
５
時
限
目
が
多
く
な
る
こ
と
を
理
解
し
て

く
だ
さ
い
。た
だ
し
重
複
し
て
も
、卒
業
ま
で
に
取
得

で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。 

　
③
に
つ
い
て
は
確
か
に
90
分
授
業
で
は
集
中
力
が

途
切
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
60
分

授
業
制
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
大
幅
な
見
直
し
が

必
要
で
す
。ま
ず
は
教
員
が
授
業
に
工
夫
を
こ
ら
し
、

内
容
を
改
善
し
て
90
分
を
長
い
と
感
じ
さ
せ
な
い
授

業
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
の
他
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。私
た

ち
は『
授
業
の
根
幹
は
、教
員
の
「
熱
意
」
と
学
生
の

「
興
味
」
と
の
結
合
に
あ
る
』
と
い
う
考
え
の
も
と
、

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

    

               

　
窓
口
の
対
応
に
よ
っ
て
、皆
さ
ん
を
励
ま
す
こ
と
に

も
、意
欲
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。 

　
事
務
職
員
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
と
同
時
に
、学
生
の
皆
さ
ん
を
適
切
に
指
導
し

て
い
く
た
め
に
教
員
な
ど
と
の
連
携
も
必
要
で
し
ょ

う
。し
か
し
、な
に
よ
り
日
常
の
窓
口
業
務
の
改
善
を

当
面
の
課
題
と
し
、私
た
ち
は
「
窓
口
応
対
の
心
得
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
こ
ん
な
項
目
も
あ

り
ま
す
。 

●
学
生
に
は
思
い
や
り
の
あ
る
丁
寧
な
言
葉
を
か
け
、

学
生
が
何
度
も
気
軽
に
窓
口
を
訪
ね
、相
談
で
き
る

雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

●
学
生
と
の
応
対
で
は
、相
手
の
話
を
十
分
に
聴
く

よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、各
窓
口
の
目
立
つ
場
所
に
意
見
箱
を
設
け
、

皆
さ
ん
の
意
見（
良
い
点
・
悪
い
点
）を
聴
く
よ
う
に

し
ま
す
。さ
ら
に
そ
の
意
見
に
関
す
る
適
切
な
対
応

を
協
議
し
、問
題
に
つ
い
て
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
改
善

す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を
皆
さ
ん
に
掲
示

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

授業の根幹は、教員の「熱意」と 
学生の「興味」との結合にある。 

取
り
組
み
編
 

　昨年実施した「大学評価アンケート（教育環境編）」の分析を踏まえ、 

直ちにＦＤ推進委員会を中心に全学部および関係するすべての部門が取り組み策を検討し、一部はすでに実施に踏み切っています。 

ここでは満足度が低かった「教員の授業・指導」「授業（科目・時間割）」「事務窓口の対応」などについてお知らせします。 

魅
力
あ
る
授
業
を
 

も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
。 

内
容
が
古
い
も
の
が
あ
る
。 

私

た

ち
の
取

り
組

み 

皆

さ
ん
の
意

見

 

事
務
、特
に
窓
口
応
対
に
不
満
。 

私

た

ち
の
取

り
組

み 

皆

さ
ん
の
意

見

 

私

た

ち
の
取

り
組

み 

皆

さ
ん
の
意

見

 

　
必
修
科
目
の
曜
日
・
時
限
が
 

　
偏
り
す
ぎ
て
い
る
。 

　
教
職
課
程
な
ど
の
科
目
が
 

　
学
部
の
必
修
科
目
と
 

　
重
複
し
た
り
、5
時
限
目
に
 

　
集
中
し
す
ぎ
て
い
る
。 

　
授
業
時
間
の
短
縮
を
。 
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皆
さ
ん
か
ら
具
体
的
な
指
摘
が
あ
っ
た
改
善
点
に

つ
い
て
対
応
策
を
協
議
し
、実
現
可
能
な
も
の
か
ら

実
施
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
取
り
組

み
の
概
要
を
左
表
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

       

　
今
回
の「
大
学
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト（
教
育
環
境
編
）」

は
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
、現
在
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
分
析
を
さ
ら
に

詳
細
に
行
い
、一
つ
ひ
と
つ
を
真
摯
に
受
け
止
め
、対

応
策
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
学
生
中
心

の
大
学
」
を
私
た
ち
は
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い

ま
す
が
、そ
れ
は
決
し
て「
学
生
の
わ
が
ま
ま
を
聞
く
」

「
学
生
の
言
う
が
ま
ま
に
な
る
」
と
い
う
意
味
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
多
様
な
意
見
を
率
直
に
聞
い
た
う
え
で
、

是
は
是
、非
は
非
と
し
て
皆
さ
ん
に
説
明
し
、あ
る
い

は
理
解
し
て
も
ら
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
は
、今
の

皆
さ
ん
が「
な
ん
で
？
」
と
疑
問
に
思
え
る
こ
と
で
も
、

皆
さ
ん
の
将
来
や
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
の
在
り
方

を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
こ
と
な
の
で
す
。こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
は
「
大
学
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
主
役
は
あ
な
た
で
す
。福
大
生
の
あ
な
た
が
、こ
れ

か
ら
の
福
岡
大
学
を
よ
り
魅
力
的
に
変
え
て
い
く
の

で
す
。 

  

こ
こ
を
直
し
て
ほ
し
い
、 

こ
ん
な
も
の
が
欲
し
い
。 

私

た

ち
の
取

り
組

み 

皆

さ
ん
の
意

見

 

こ ん な 意 見 も あ りまし た  

GOOD!

BAD!

●「福岡大学に入学して本当に良かったと思っています」 

●「福岡大学は他の大学よりも学生生活を楽しめる場所

　だと思う」 

●「いい大学なので、これからも大学に係わるすべての人

　が協調性をもって、明るい大学をつくっていってほしい」 

●「とてもよい環境で勉強できていると思う」 

 

 

●「歩きタバコや喫煙場所以外でのタバコはやめよう！」 

●「バスを増便してほしい」 

●「福大前バス停側の道路をもっと広くしてほしい」 

●「１クラスの受講人数が多すぎる科目もある」 

Ｆａｃｕｌｔｙ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ：ファカルティ・ディベロップメント、略してFD。教員が授業内容・

方法を改善し、向上させるための組織的な取り組みの総称。そのFD活動を推進してい

る全学的組織がFD推進委員会。福岡大学は「学生中心の大学」として学生の視点に

立った教育改革を推進しており、ＦＤ推進委員会が実施した「大学評価アンケート」も

その一環です。さらに平成15年度からは「啓蒙から実行へ」をスローガンに、きめ細か

な教育・指導に一層取り組んでいきます。 
ＦＤ推進委員会委員長　 
　　　　副学長 河井田 研朗 

分析結果を踏まえて行った 
改善に向けての 
具体的な取り組み 

冷暖房運用基準を設け、気候条件
により柔軟に対応していることを周
知します。平成15年度からA棟の冷
房の立ち上がりを早くします。 

空　調 

改善要求事項 対　　応　　概　　要 

トイレについては、施設の老朽化お
よび女子学生の増加を踏まえ、平成
2年から年次計画により改善を進め
ています。 

トイレ 

メニュー、価格、衛生面、従業員の対
応、施設などについて、学生総務委
員会の意見も聴きながら改善してい
きます。 

食　堂 

国際交流会館下駐車場の利用を促
していきます。今後、工学部第三食
堂横および有朋会館下の駐輪場を
整備し、収容台数の拡大をはかります。 

学生駐車場・ 

駐輪場 

理系キャンパスゾーンの中長期施設
整備計画と連動して、環境整備の検
討を進めます。 

休憩室・ラウンジ 

理系キャンパスゾーンに自動販売機
を増設しました。バスの臨時便の増
発などを西鉄側に要望しました。 

自動販売機・ 

バ　ス 

登録単位数、科目登録、仮受講、シ
ラバス、授業・休み時間、カリキュラム、
時間割、教育施設・設備などに分け、
教務委員会を中心に検討します。 

授業・教室 

平成15年4月から、中央図書館では
日曜・祝日の開館を始めました。館内
での私語に対しては、利用者マナー
改善のPRに努めます。また、平成12
年度から実施している意見箱も、こ
まめに回収・回答を行います。 

閲覧室・ 

自習室 

事務局長が窓口業務をもつ部署の
役職者を臨時招集し、改善を指示し
ました。さらに、「窓口応対の基本姿
勢」を作成し、実践していきます。 

事務窓口の 

対応 

インターネットへのアクセス速度に
ついては、平成14年12月に回線の
増強をはかり、改善しました。パソコ
ン台数の不足については、稼働率
の低い文系センター棟3階の実習室
の利用を促していきます。 

情報処理 

関連施設 

エクステンションセンター独自の意
見箱を設置し、今後の運営に反映し
ます。 

正課外教育 

キャリア形成に関する低学年次から
の導入教育を促進するとともに、進
路相談員を配置し、より一層の相談
業務の充実をはかります。 

就職・進路支援 

学内における望ましい「喫煙のあり方」
について基本方針を定め、対応をは
かります。 

喫煙・禁煙 

ＦＤ推進委員会とは 
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三
つ
の
基
本
原
則
で 

具
体
的
施
策
を
予
算
化 

営
利
目
的
で
は
な
く 

教
育
研
究
が
目
的 

私
立
大
学
「
冬
の
時
代
」
を 

雄
々
し
く
生
き
残
る
た
め
に 

           

　
学
校
法
人
福
岡
大
学
の
平
成
15
年
度
予
算
が
、

3
月
26
日
開
催
の
理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
成
立
し
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
収
支
予
算
の
一
覧
表
を
見

て
、完
全
に
理
解
で
き
ま
す
か
。
企
業
の
も
の
と
違

い
、私
立
大
学
は
特
殊
な
会
計
基
準
が
適
用
さ
れ
る

た
め
、ち
ょ
っ
と
複
雑
で
す
。
情
報
開
示
を
基
本
と

し
て
い
る
本
学
で
は
、収
支
予
算
も
皆
さ
ん
に
き
ち

ん
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、学

校
法
人
福
岡
大
学
常
務
理
事
の
三
橋
國
英
副
学
長

の
わ
か
り
や
す
い
解
説
と
併
せ
て
説
明
付
き
の
収
支

予
算
表
を
作
成
し
ま
し
た
。
福
岡
大
学
の
姿
勢
と

未
来
へ
の
指
針
は
こ
の
数
字
の
中
に
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。ど
う
ぞ
、じ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

        

　
ま
ず
最
初
に
、大
学
の
収
支
予
算
と
は
営
利
目

的
で
は
な
く
、教
育
研
究
が
目
的
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
私
立
大

学
は
「
学
校
法
人
会
計
」
と
い
う
会
計
基
準
が
適

用
さ
れ
て
お
り
、皆
さ
ん
が
目
に
し
た
こ
と
の
あ
る

収
支
予
算
と
は
表
現
が
異
な
り
ま
す
。
大
き
な
違

い
は
利
益
と
い
う
考
え
方
が
な
い
こ
と
。
あ
え
て
い

え
ば
表
の
中
の
帰
属
収
入（
年
間
収
入
）か
ら
消
費

支
出（
人
件
費
・
教
育
研
究
経
費
・
管
理
経
費
・
借

入
金
等
の
利
息
）を
差
し
引
い
た
分
が
経
常
利
益

に
あ
た
り
ま
す
。
平
成
15
年
度
の
福
岡
大
学
の
収

支
予
算
は
、帰
属
収
入
は
微
増
に
と
ど
ま
る
も
の

と
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、そ
の
中
で
も
教
育
研
究
や

医
療
に
関
し
て
、さ
ら
に
発
展
・
向
上
で
き
る
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。 

    

　
平
成
15
年
度
予
算
は 

○
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実 

○
将
来
を
展
望
し
た
諸
施
策
の
実
施 

○
財
務
体
質
の
改
善 

こ
の
三
つ
の
編
成
方
針
の
も
と
に
重
点
施
策
を
予

算
化
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。 

一
、教
育
・
研
究
体
制
の
整
備
・
充
実 

　
こ
れ
は
、本
学
予
算
の
い
ち
ば
ん
大
き
な
目
的
で

す
。
具
体
的
施
策
と
し
て
は 

○
大
学
院
の
整
備
と
充
実 

○
そ
の
他
教
育
体
制
の
整
備 

○
研
究
活
動
支
援 

を
掲
げ
、よ
り
一
層
の
大
学
の
活
性
化
を
図
り
、教

育
研
究
の
個
性
化
・
高
度
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
今
年
度
は
、教
育
体
制
の
整
備
の
一
環
と

し
て
学
生
の
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
利
用
環
境
整
備
に

か
か
わ
る
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
コ
ン
セ
ン
ト
の

設
置
、マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
設
置
、学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
敷

設
等
の
推
進
化
を
図
り
ま
す
。 

二
、医
療
体
制
の
整
備
と
充
実 

　
具
体
的
に
は
、福
岡
大
学
病
院
・
筑
紫
病
院
の
大

型
機
器
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
福
岡
大

学
病
院
に
つ
い
て
は
、施
設
の
整
備
も
行
い
ま
す
。 

三
、財
政
基
盤
の
強
化 

　
今
後
、本
学
が
総
合
大
学
と
し
て
の
特
色
を
発

揮
し
、活
力
あ
る
個
性
的
な
大
学
へ
と
さ
ら
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、よ
り
一
層
の
大
学
改
革
の
推

進
と
そ
れ
を
可
能
に
す
る
財
政
基
盤
の
強
化
が
必

要
で
す
。そ
の
た
め 

○
病
院
の
収
支
の
改
善
　
○
資
産
運
用
に
よ
る
増

収
策
　
○
学
生
・
生
徒
の
確
保
　
○
経
費
節
減
策

の
継
続
　
○
人
件
費
の
抑
制 

な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。そ
の
他 

○
低
学
費
政
策
の
堅
持
　
○
優
れ
た
人
材
の
確
保 

○
校
地
の
確
保
　
○
学
生
生
活
支
援
の
充
実 

な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
収
支
予
算
の
背
景
に
は

本
学
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

く
だ
さ
い
。 

     

　
私
立
大
学
に
お
け
る
近
年
の
情
勢
は
、き
わ
め

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、少
子
化
と
相
ま
っ
て
ま
さ

し
く
「
冬
の
淘
汰
の
時
代
」
で
す
。
本
学
も
教
学
体

制
の
刷
新
を
図
り
、６
つ
の
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、学

部
の
個
性
化
の
強
化
、フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
の
推
進
、自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
等
に

よ
り
懸
命
に
基
礎
体
力
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
財
務
の
健
全
性
も
、も
ち
ろ
ん
基
礎
体
力
の

大
き
な
要
素
で
す
。
平
成
15
年
度
は
前
年
度
に
引

き
続
き
消
費
支
出
超
過
を
予
測
し
た
予
算
と
な

り
ま
し
た
が
、今
後
と
も
一
層
収
支
の
改
善
に
努

力
し
て
い
き
ま
す（
談
）。 

 

数字の中で表現される、 
福岡大学の姿勢と未来。 

私たちは利益の拡大を目指していません。 
なによりの使命は本学の学生のために 

環境や施設、システムなどをより高いレベルで 
充実させることです。 

常務理事 三橋 國英 
昭和32年九州大学医学部薬学科卒業。 
平成5年12月から9年11月まで薬学部長。 
11年12月から副学長。専門は「機器分析学」 
薬学博士。69歳。 

学校法人 福岡大学 
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平成15年度資金収支予算 

科　　　　　　　目 15年度予算額 14年度予算額 

収　入　の　部 
差　　　　　異 

・長期、短期の貸
　付金の回収額。 
・特定の目的のた
　めに積み立てた
　預金等を解約し
　た場合の収入額。 
 

翌年度に入学予定の学
生生徒等から受け入れる
授業料や入学金などです。 

収入として計上したが未
収となっているものや、前
受金収入として前年度ま
でに既に受け入れている
収入を差し引くことにより、
資金の収入額を調整する
ためのものです。 

24,111,810 

1,461,110 

665,320 

3,857,340 

629,050 

1,107,760 

23,884,960 

943,420 

5,335,730 

20,715,220 

△10,186,900 

72,524,820 

11,984,210 

84,509,030

学生生徒等納付金収入 

手数料収入 

寄付金収入 

補助金収入 

資産運用収入 

事業収入 

医療収入 

雑収入 

前受金収入 

その他の収入 

資金収入調整勘定 

収入計 

前年度繰越支払資金 

収入の部合計 

 

 

23.706.520 

1,417,930 

624,550 

3,640,920 

407,810 

1,049,500 

24,047,740 

894,340 

5,267,670 

21,598,970 

△10,055,500 

72,600,450 

3,114,900 

75,715,350

405,290 

43,180 

40,770 

216,420 

221,240 

58,260 

△　162,780 

49,080 

68,060 

△　883,750 

△　131,400 

△　　75,630 

8,869,310 

8,793,680

科　　　　　　　目 15年度予算額 14年度予算額 

支　出　の　部 

差　　　　　異 

土地、建物、構築
物などを取得する
ための支出です。 

より良い教育研究
サービスを提供す
るために資金を積
み立てるための支
出です。 

教育研究用の機器備品、
その他の機器備品、図書
などを取得するための支
出です。 

支出として計上したが未
払となっているものや、前
払金支払支出として前年
度までに支払っている経
費を差し引くことにより、資
金の支出額を調整するた
めのものです。 

30,161,920 

17,756,300 

1,876,790 

138,370 

430,930 

4,271,460 

1,967,630 

5,015,500 

13,834,010 

795,000 

△　3,316,480 

72,931,430 

11,577,600 

84,509,030

人件費支出 

教育研究経費支出 

管理経費支出 

借入金等利息支出 

借入金等返済支出 

施設関係支出 

設備関係支出 

資産運用支出 

その他の支出 

予備費 

資金支出調整勘定 

支出計 

次年度繰越支払資金 

支出の部合計 

30,895,150 

17,129,840 

2,165,100 

161,610 

509,480 

3,195,740 

2,187,480 

5,601,000 

14,949,690 

445,000 

△　5,045,740 

72,194,350 

3,521,000 

75,715,350

△　733,230 

626,460 

△　288,310 

△　　23,240 

△　　78,550 

1,075,720 

△　219,850 

△　585,500 

△ 1,115,680 

350,000 

1,729,260 

737,080 

8,056,600 

8,793,680

(単位：千円） 

(単位：千円） 

（資金収支規模と次年度繰越支払資金） 
 
●資金収支予算の合計は845億円で、前年比88億円の
財政規模拡大予算となっています。 
●資金収支のてん末としての次年度繰越支払資金は
115億円で、前年比80億円の増加となっています。 
 

【収入の部】 
●学納金収入　↑　学費改定による増加。 
●補助金収入　↑　経常費補助金等による増加。 
●資産運用収入↑　債券運用による受取利息の増加。 
●医療収入　　　↓　患者数の減少による減少。 
●その他の収入　↓　施設の整備、改修に充てるため
　　　　　　　　　に積み立てた引当資産を解約し
　　　　　　　　　たこと等による減少。 
◎収入合計は845億円となり、前年比で88億円の
　増加を見込んでいます。 

【支出の部】 
●人件費支出　　　↓　教職員人件費支出の減少。 
●教育研究経費支出↑　支払手数料、清掃費、医療
　　　　　　　　　　　経費などの増加。 
●施設関係支出　　↑　新規施設（主に法科大学
　　　　　　　　　　　院棟、薬学部棟）の建設費 
　　　　　　　　　　　を計上。 
●設備関係支出　　↑　研究設備、教育装置、研究
　　　　　　　　　　　装置、情報処理関係設備 
　　　　　　　　　　　などを計上。 
●その他の支出　 　↓　前期末未払金の減少。 

◎支出合計は845億円となり、前年比で88億円の
　増加を見込んでいます。 

資金収支予算の概要 
注：↑･･･増加を示す　↓･･･減少を示す 

 

（前年度予算との比較） 

学校法人 
会計の 

豆知識 

科　　　　　　　目 15年度予算額 14年度予算額 

消　費　収　入　の　部 
差　　　　　異 

学生生徒等が納
める授業料や入学
金などのこと。聴
講料や補講料も含
みます。収入（帰属
収入）の42.5%を
占めます。 

国や地方公共団
体などからの助成
金です。 

福岡大学病院や
福岡大学筑紫病
院の医療収入です。 

福岡大学が提供した教育・
研究等の対価として受け
取る収入で、負債とならな
い収入です。 

良好な教育環境を維持す
るための施設・設備等の
額であり帰属収入から差し
引く金額です。 

24,111,810 

1,461,110 

665,320 

3,857,340 

629,050 

1,107,760 

23,884,960 

943,420 

56,660,770 

△　　5,509,440 

51,151,330

学生生徒等納付金 

手数料 

寄付金 

補助金 

資産運用収入 

事業収入 

医療収入 

雑収入 

帰属収入合計 

基本金組入額合計 

消費収入の部合計 

 

23,706,520 

1,417,930 

624,550 

3,640,920 

407,810 

1,049,500 

24,047,740 

894,340 

55,789,310 

△　　7,485,710 

48,303,600

405,290 

43,180 

40,770 

216,420 

221,240 

58,260 

△　　162,780 

49,080 

871,460 

1,976,270 

2,847,730

科　　　　　　　目 15年度予算額 14年度予算額 

消　費　支　出　の　部 

差　　　　　異 
教職員に支払われ
る給与などのこと
です。収入（帰属
収入）の53.4%が
充てられています。 

福岡大学が使った
お金または用役に
対して支出した金
額です。 

学生生徒等の教育研究
のために支出する経費です。 

総務、人事、財務、経理等
の業務に要する経費、教
職員の福利厚生のための
経費などです。 

帰属収入から消費
支出を差し引いた
ものであり、純資産
の増加を示します。 

30,280,320 

 

21,283,120 

 

2,092,780 

 

 

人件費 
 
教育研究経費 
 
管理経費 

（退職給与引当金繰入額） 

 

（減価償却額） 

 

（減価償却額） 

 

 

 

（1,250,200） 

 

（3,526,820） 

 

（215,990） 

 

 

 

（1,769,640） 

 

（3,464,160） 

 

（211,910） 

 

 

 

31,443,200 

 

20,594,000 

 

2,377,010 

 

 

△　　1,162,880 

 

689,120 

 

△　　284,230 

 

 

△　　（519,440） 

 

（62,660） 

 

（4,080） 

 

 

 

借入金等利息 
予備費 
消費支出の部合計 
当年度消費支出超過額 
前年度繰越消費収入超過額 
翌年度繰越消費支出超過額 
 
帰属収支差額 

138,370 

792,860 

54,587,450 

3,436,120 

1,891,240 

1,544,880

2,073,320 870,860 1,202,460

平成15年度  学校法人福岡大学収支予算について 
 
 

(単位：千円） 

(単位：千円） 

△　　　23,240 

450,230 

△　　 331,000

161,610 

342,630 

54,918,450 

6,614,850 

2,580,140 

4,034,710

平成15年度消費収支予算 （予算規模566億円） 

（予算規模845億円） 

１． 学生サービスのさらなる充実 
２． 将来を展望した諸施策の実施 
３． 財務体質の改善 
 

平成15年度予算の編成方針 
 （１）教育・研究体制の整備・充実 

（２）医療体制の整備・充実 
（３）財政基盤の強化 
（４）低学費政策の堅持 
 
 

（５）優れた人材の確保 
（６）校地の確保 
（７）学生生活支援の充実 
（８）その他 
 
 

平成15年度予算の重点施策 教育研究の個性化・高度化 

学内の情報化・国際化の推進 

収入の３本柱 

【消費収入の部】 
●学納金　　　↑　学費改定による増加。 
●補助金　　　↑　経常費補助金等による増加。 
●資産運用収入↑　債券運用による受取利息の増加。 
●医療収入　　↓　患者数の減少による減少。 
◎帰属収入合計は566億円となり、前年比で8億円の
　増加を見込んでいます。 

◎消費支出合計は545億円となり、前年比で3億円の
　減少となっています。 

【消費支出の部】 
●人件費　　　↓　退職給与引当金繰入額の減少。 
●教育研究経費↑　支払手数料、清掃費、医療経費など
　　　　　　　　　の増加。 
●管理経費　　↓　支払手数料、清掃費などの減少。 

注：↑･･･増加を示す　↓･･･減少を示す 

 

（前年度予算との比較） 

消費収支予算の概要 

 
●帰属収入から基本金組入額を差し引いた511億円が
消費収入です。この額が消費支出に充てることのできる
金額となりますが、今年度は545億円の消費支出を見込
んでおり、消費収入と比較すると34億円の消費支出超
過予算となっています。 
 
 
●帰属収入から消費支出を差し引いたものを帰属収支
差額といいます。今年度は20億円の帰属収支差額を見
込んでおり、前年比では12億円の増加となっています。 

（消費収入と消費支出） 

（帰属収支差額） 

学納金 
42.5％ 

寄付金1.2％ 

補助金 
6.8％ 

資産運用収入1.1％ 

事業収入 
2.0％ 

雑収入 
1.7％ 

医療収入 
42.1％ 

手数料2.6％ 

帰属収入 消費支出 

人件費 
53.4％ 教育研究経費 

37.6％ 
（医療経費17.2％を含む） 

管理経費 
3.7％ 

借入金等利息 
0.2％ 

予備費1.4％ 

※各科目の構成比
率は帰属収入を
100％として表示し
ています。 
（平成15年度消費
収支予算） 

資金収支計算とは 
①毎会計年度、当該会計年度の諸活動に対応するすべての収入および支出の内容を明らかにする。 
②当該会計年度における支払資金（現金等）の収入および支出のてん末を明らかにする。 

①毎会計年度、当該会計年度の消費収入および消費支出の内容および均衡の状態を明らかにする。 
　・消費収入とは、帰属収入（負債とならない収入）から基本金に組み入れた額を控除した収入です。 
　・消費支出とは、会計年度中に消費する用役の対価および減価償却額等の非資金を加えたものです。 

消費収支計算とは 

①年度末における学校法人の財政状態（財産の状態）を表示する計算書であり、
資産・負債・基本金および消費収支差額の項目があります。 
　・資産とは、教育研究活動に使用される学校法人の財産です。 
　・負債とは、将来返済しなければならない債務です。 
　・基本金および消費収支差額とは、返済の必要ない学校法人の資金総額です。
（正味財産） 

貸借対照表とは 

●本学の公式ホームページでは詳細な予算情報を公開しています。 



福岡大学を愛し、福大生を慈しみ、そして教育研究等にご尽力いただいた方々がその任を全うして

定年を迎えられました。6月18日、長年にわたる功績をたたえ、13人の先生に名誉教授の称号が授

与されました。その方々の中から４人の名誉教授に思い出を語っていただきました。別れは寂しいも

のですが、その言葉の一つひとつを心に刻み付けていきたいと思います。これからも本学を優しく厳

しく見守っていただきたいと思います。 

　
福
岡
大
学
で
の
一
番
の
思
い
出
は
、副
学
長
時
代
に
宮
野

学
長
と
二
人
三
脚
で
本
学
を
「
私
大
協
会
」
か
ら
「
私
大

連
盟
」へ
鞍
替
え
さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。私
大
協
会
は

オ
ー
ナ
ー
大
学
の
仲
良
し
ク
ラ
ブ
で
、あ
ま
り
情
報
を
公

開
し
た
り
発
信
し
た
り
し
な
い
と
こ
ろ
で
し
て
ね
。そ
れ
ま

で
福
岡
大
学
は
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

少
な
か
っ
た
。そ
れ
が
大
規
模
大
学
で
組
織
す
る
「
私
大

連
盟
」へ
加
盟
し
て
か
ら
、全
国
的
に
知
名
度
が
上
が
り
ま

し
た
。こ
の
決
断
は
本
学
の
発
展
を
促
し
た
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
正
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。あ
と
は
第
一・

　
昭
和
48
年
か
ら
で
す
か
ら
30
年
間
勤
め
た
こ
と
に
な

り
ま
す
か
。
長
い
よ
う
な
短
い
よ
う
な
…
。
30
年
前
は
ま

だ
ま
だ
福
岡
大
学
の
特
に
理
系
の
揺
籃
期
で
ね
、い
ろ
い

ろ
大
変
だ
っ
た
け
ど
学
生
た
ち
は
今
よ
り
ず
っ
と
大
人

だ
っ
た
な
。
大
人
に
対
し
て
の
教
育
が
で
き
た
。
今
は
ま

る
で
中
学
生
に
教
え
て
い
る
み
た
い
だ
ね
。こ
っ
ち
が
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。し
か
も
、彼
ら
は
興
味
が
あ
る

も
の
や
好
き
な
も
の
し
か
受
け
入
れ
な
い
ん
だ
。ま
あ
最

後
の
グ
チ
と
思
っ
て
聞
い
て
く
だ
さ
い
。こ
れ
も
学
生
た

ち
を
愛
す
れ
ば
こ
そ
だ
よ（
笑
）。
も
っ
と
積
極
的
に
な
っ

　
福
岡
大
学
に
医
学
部
を
つ
く
る
準
備
段
階
か
ら
赴
任

し
ま
し
て
、い
ろ
い
ろ
苦
労
も
あ
り
ま
し
た（
笑
）。私
は
臨

床
医
と
い
う
だ
け
で
な
く
、教
育
に
大
い
に
魅
力
を
感
じ

ま
し
た
。そ
の
意
味
で
は
悔
い
の
な
い
選
択
だ
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
職
に
あ
っ
て
ず
っ
と
学
生
た
ち
に
教
え
て
い
た

の
は
「
謙
虚
で
あ
れ
」
と
い
う
こ
と
。あ
る
面
か
ら
見
れ
ば

医
者
は
患
者
さ
ん
の
体
を
切
り
刻
ん
だ
り
す
る
職
業
で
し
ょ
う
。

し
か
も
命
が
い
つ
も
助
か
る
と
は
限
ら
な
い
。そ
ん
な
医
者

が
傲
慢
で
あ
っ
て
ど
う
す
る
ん
だ
と
。医
者
と
患
者
さ
ん
は

信
頼
で
結
ば
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ

医学部 

理学部 

法学部 

有吉 朝美名誉教授 

栗原 寛人名誉教授 

定年退職者 

［教育職員］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［事務職員］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

［教育技術職員］ 

 

［医療技術職員］ 

［看護職員］ 

 

 

 

［労務職員］ 

 

 

 

 

［校　　長］ 

［教育職員］ 

［事務職員］ 

教　授 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

助教授 

参　事 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

技　師 

技師補 

技　師 

看護師長 

　　〃 

　　〃 

主任看護師 

技能員 

　〃 

　〃 

 

 

 

教　諭 

参事補 

 

 

 

 

 

平成15年3月31日付 

福 岡 大 学  

附 属 大 濠 高 等 学 校  

草野　　靖（人 文 学 部） 

秦　　行正（　　　 〃　　　 ） 

加来　昭隆（法　学　部） 

高田　桂一（　　　 〃　　　 ） 

大木　　茂（ 理　学　部） 

草野　 尚（　　　 〃　　　 ） 

栗原　寛人（　　　 〃　　　 ） 

有吉　朝美（ 医　学　部） 

河田　 溥（　　　 〃　　　 ） 

木船　悌嗣（　　　 〃　　　 ） 

　田　　稔（　　　 〃　　　 ） 

後藤 良宣（ 薬　学　部） 

金森 勝也（スポーツ科学部） 

佐藤 良男（　　　 〃　　　 ） 

広木 忠行（福岡大学筑紫病院） 

安倍 宣博（薬学部） 

小島 周三（主査・広報課） 

嶋野 一晴（主査・理学部事務室） 

花井 靖治（主査・法科大学院開設準備室） 

龍　 昭夫（主査・学生課） 

矢野 信興（主査・学術情報課） 

中島　 廣（主査・研究支援課） 

藤木　　勝（主査・就職・進路支援センター事務室） 

権藤 康煕（主査・医学部ＲI施設管理室） 

高野　善樹（主査・資源循環・環境制御システム研究所管理事務室） 

森岡 隆則（工学部） 

西村 利彦（医学部） 

村上 紀之（福岡大学病院臨床検査部） 

麻生 純子（福岡大学病院看護部） 

池亀チエ（　　　　　〃　　　　　） 

山内 幸子（　　　　　〃　　　　　） 

田中 敏子（　　　　　〃　　　　　） 

是永美代子（福岡大学病院栄養部） 

原田カツコ（　　　　　〃　　　　　） 

山下 良枝（　　　　　〃　　　　　） 

 

 

青木　重夫 

徳王 謙治 

佐藤 憲之（草香江寮） 

 

 

 

 

 

高田 桂一名誉教授 
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長い間ごくろうさまでした。 
そして本当にありがとう。 



7

交換留学生募集 
（中国、中国［台湾］、韓国、豪州） 

特待生表彰式（17日） 

父母懇談会 

学術文化発表週間（23日～27日） 

野外実習教育（キャンプ1泊2日）（7・8日） 

普通救急救命講習会（14日・21日） 

 

前期授業終了（15日） 

前期定期試験（17日～30日） 

夏季休業開始（31日） 

　　　 　 

夏季休業 

オープンキャンパス＆ 
進学説明会(本学・2日) 

夏期セミナー（24日～30日） 

交換留学生派遣(英国) 

海外研修生派遣(韓国)（4日～21日） 

海外夏期英語研修生派遣(英国)（3日～31日） 

 

海外研修生募集(米国･豪州) 

夏季休業終了(15日) 

後期授業開始(16日) 

交換留学生受け入れ 

 

学園祭 

　七隈祭(30～11/4) 

　雅　祭(30～11/3) 

 

アジア圏協定校研修生受け入れ（20～11/1） 

二
食
堂
を
現
在
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
方
式
に
変
え
た
り
、文
系

セ
ン
タ
ー
棟
に
女
子
ト
イ
レ
と
各
室
に
洗
面
台
を
設
置
し

た
こ
と
な
ど
か
な
。と
に
か
く
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。 

　
地
方
の
大
学
で
招
待
さ
れ
て
初
め
て
、箱
根
駅
伝
に
出
場
し
た
こ
と
。マ
ラ

ソ
ン
で
世
界
最
高
記
録
を
樹
立
し
た
重
松
森
雄
君
を
指
導
で
き
た
こ
と
。

全
日
本
大
学
駅
伝
競
走
で
3
回
優
勝
し
た
こ
と
。
思
い
出
は
あ
り
す
ぎ
る
ほ

ど
あ
る
が
、悔
い
は
い
っ
さ
い
な
い
。
と
に
か
く
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
か
ら
。

純
度
の
高
い
教
職
生
活
で
し
た
。
陸
上
部
の
弟
子
が
1,
2
5
1
人
、体
育
を

教
え
た
学
生
は
最
低
で
も
５
万
人
は
下
ら
な
い
。
私
は
そ
の
一
人
ひ
と
り
を

「
弟
子
」
と
し
て
教
え
て
き
ま
し
た
。
生
徒
と
か
学
生
と
い
う
と
、な
ん
か
心
が

通
じ
な
い
。
全
身
全
霊
で
「
弟
子
」
と
し
て
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
今
は
打
算

の
時
代
で
す
か
ら
ね
、こ
ん
な
ス
マ
ー
ト
じ
ゃ
な
い
教
え
方
は
は
や
ら
な
い
の
か

も
知
れ
な
い
が
、私
は
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
る
。こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
ね
。
 

スポーツ科学部 
金森 勝也名誉教授 

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て
資
質
的
に
は

昔
よ
り
良
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
。 

医
療
の
限
界
を
常
に
肝
に
命
じ
、謙
虚
で
あ
れ
と
教
え
て

き
ま
し
た
。
私
の
教
育
方
針
は
煎
じ
詰
め
れ
ば
こ
の
一
言

に
尽
き
ま
す
。こ
れ
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

13人が福岡大学名誉教授に 
氏　名 専　　門 役　職　歴 在 職 期 間 学部 

人文 

法 

〃 

理 

〃 

〃 

医 

〃 

〃 

〃 

〃 

薬 

 

国際私法 

商法 

情報科学・数学 

物理学 

化学・無機化学 

寄生虫学 

内科学 

内科学 

生理学 

泌尿器科学 

薬品物理化学 

コーチ学総論・陸上競技 

昭45.4.1～ 
平15.3.31 
（年数33年） 

昭47.4.1～ 
平15.3.31 
（年数31年） 

昭42.4.1～ 
平15.3.31 
（年数36年） 

●副学長　●学部長 
●健康管理センター長 
●評議員 

●学部長 
●RIセンター長 
●評議員 

●アニマルセンター長 

●アニマルセンター長 

●附属看護 
　専門学校長 

●福岡大学病院長 
●評議員 

●評議員 

●学部長 
●評議員 

昭43.10.1～ 
平15.3.31 
（年数34年6カ月） 

昭39.10.1～ 
平15.3.31 
（年数38年6カ月） 

昭48.4.1～ 
平15.3.31 
（年数30年） 

昭49.4.1～ 
平15.3.31 
（年数29年） 

昭48.4.1～ 
平15.3.31 
（年数30年） 

昭49.1.1～ 
平15.3.31 
（年数29年3カ月） 

昭48.4.1～ 
平15.3.31 
（年数30年） 

昭46.9.30～ 
平15.3.31 
（年数31年6カ月） 

昭41.4.1～ 
平15.3.31 
（年数37年） 

昭36.10.11～ 
平15.3.31 
（年数41年5カ月） 

しん　　　ゆきまさ 

おおしま　かずひこ 

くりはら　ひろんど 

き ふね　　てい じ 

ありよし　 あさ み 

かなもり　かつ や スポー 
ツ科 

日本文学・国語科教育法・ 
地域文化研究 
 

か く　  あきたか 

たか た　　けいいち 

おお き      しげる 

秦　　行正 

加来　昭隆 

高田　桂一 

大島　一彦 

大木　　茂 

栗原　寛人 

木船　悌嗣 

  田　　稔 

広木　 忠行 

河田　　溥 

有吉　朝美 

後藤　良宣 

金森　勝也 

よし だ     　　  みのる 

ひろ き       ただゆき 

かわ た      　ひろし 

ご とう     よしのぶ 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 
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？ どこが違う？どう違う？わかっているようで「？」な福大生。 
学外の人々に、実際どのようなイメージで見られているのでしょう？ 

また、あなたは福大生のひとりとして、 
自分の通っている大学をどのような目で見ていますか？ 

そこで、今回の特集はＷhat's 福大生？ 
その答えを探ってみました。 

 

髪は短い 

最近は帽子をかぶっている 

背は高く、身体の線が細い 

服装はカジュアルで、 
足元はスニーカー 

Boys

スポーツ科学部 
スポーツ科学科4年 

堀 壮太さん 
福大生ってとてもメリハリがあると思う。それ
にスポーツが盛んで、クラブ活動をしている人は皆、
情熱を持って部活動に励んでる。 

 

理学部 化学科3年 

市橋 直子さん 
福大のイメージ……学生が
すごく活発だと思います!!
でも、授業の時はそんな活
発なイメージとは一転して真
面目に受けてると思いますよ。 

人文学部 文化学科4年 
徳田 早紀さん 
福大は人も多いし、しかも
地方出身者が多いの
で他県の人とも仲良くなれる
のが貴重ですね。 

人文学部 文化学科2年 

井上 純子さん 

経済学部 経済学科3年 

古川 茂雄さん 

体育の授業って福大ならでは。それだけに
体育館とかプールとかスポーツ施設が充
実していると思います。あとはサークルには
絶対入っていたほうがいい!! とにかく、
楽しいですよ。 

福大は人が多いから、
あまり拘束されずに
自分の意志によって
自由にやりたいこ
とをやれると思うんで
すよ。だから、大学生
活は自分次第で充
実したものになると
思います。 

法学部 経営法学科2年 

高山 啓太さん 
福大は学部の数が多く、学生も多いの
でいろいろな人に出会う機会がありますね。
今は大学に入ってから仲良くなった友達
と遊んでいるときが一番楽しいです。 

商学部 貿易学科1年 
岩橋 亜弥さん 
福大の女の子は
カワイイ子が
たくさんいてびっ
くりしました!!男の
子は意外におと
なしい人が多いで
すね。 

福 大 生 ？  

福大生に聞いてみました 
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キャンパスライフ特 集  

今年4月、福大に赴任したばかりなのでまだ客
観的にしかわかりませんが、福大生の最も良い
ところは純粋なところ。人の話を聞く耳を持って
いますね。普段はスポーツ科学部の学生と接す
ることが多いですが、授業で他の学部の学生と
接すると学部によって反応が全く違うので面白
いですよ。 

スポーツ科学部 
山崎一彦講師 

福大も最近はさまざまな国に協定校を持ち、
国際化が進んできていると思います。学生に
関しては就職難のせいか、次第にたくましくなっ
てきていると思いますね。自分から何かしなく
てはということを強く認識しているように感じら
れます。 

人文学部 
ドゥ グロート,エレーヌ教授 

■「フォト・サカモト」 
 　坂本さんご夫妻 
福大生は証明写真を撮る時な
どよく利用してくれるのですが、
地方出身の学生さんが多いせ
いか、素直で純粋な感じの人が
多いですね。あと、美男美女も
多い。それは店を構えて15年近

くになりますが、あまり変わってません。まあ、あえて変わったところと言
えば、男性より女性のほうがたくましくなったかもしれませんね。服装な
どはその時々の流行を追いかけて、若い学生さんらしいなぁと感じます。               

■中古自転車専門店「チャリ・チャリ」 
　 小宮 博さん 

福大生はすごくおおらか。昔の学生は街中でも大声
で騒いでいたけど、最近の学生さんはそれほど迷惑
をかけていないみたい。全体的におとなしくなった印
象がありますね。服装は一人ひとり個性があって、
見ていてとても面白いですよ。全員に実りのある大
学生活を送ってもらいたいですね。 

■「すずらん」 
　池田 正明さん 
以前は男性がほとんどでしたが、最近は
女性のお客さんも増えましたね。長年こ
こで働いてきましたが、人との接し方や
言葉遣いなど、学生らしい爽やかさは昔
から変わりません。でも、たまにマナーの
良くない学生を見かけると少し残念ですね。

厳しいことを言うようですが、身近で働いているからこそ、もっと福大生としての誇
りを持ってもらえたらと思います。 
 

今
回
の
キ
ャ
ン
パ
ス 

ラ
イ
フ
特
集
の
担
当
は 

松
岡
さ
ん（
人
文
学
部
フ
ラ
ン
ス

語
学
科
３
年
）は
福
大
ス
ポ
ー
ツ

編
集
局
、
村
上
君
（
経
済
学
部

経
済
学
科
３
年
）は
写
真
部
で

活
躍
中
。
素
敵
な
レ
ポ
ー
ト
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

福
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
局
の 

桑
野
　
豊
暢
君（
法
学
部
4
年
） 

笠
継
　
武
史
君（
経
済
学
部
3
年
） 

石
内
　
陽
子
さ
ん（
商
学
部
3
年
）

に
も
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

重
ね
て
あ
り
が
と
う
！ 

★ 

イラストで見る、It's 福大生！ 

先生にも聞いてみました 

ご近所にもインタビュー 

髪は長い 

色が白い人・小柄な人が多い 
（150～160cmくらい） 

スカート派よりもパンツ派 

●けっこう髪を染めている 
●コンタクトやメガネの人が多い 
●意外に荷物持ちが多い 
●オシャレな人多数 

girls

松
岡
佐
紀
さ
ん
と 

村
上
昌
弥
君
！ 



　平成15年度の福岡大学特待生が決定、その表彰式が６月17日に60周年記念館ヘリオスホールで行

われました。この特待生制度は、学業成績ならびに品行の特に優秀な学生を表彰し奨学金（文科系の

授業料相当額）を授与するもので、今年度は93人が選ばれました。特待生の氏名は次のとおり。 

　みんなおめでとう！ 

今年度から博士課程前期の商学専攻を「商学研究コース」と「経営学研究コース」

に分け、研究・教育体制を明確に区分します。学位もそれぞれ「商学」と「経営学」の

修士号が授与されることになります。 

夜間の時間帯を有効活用できる夜間開講制を導入します。これによって、夜間の講

義だけでも学位が取得できる社会人受け入れ体制が整えられました。 

研究コース制を明確に示すため、研究コース別に科目の配列を行うとともに、科目の

名称を改め、平明なかたちにしています。 

入試制度については!社会人入試制度 の試験科目を専門科目に限定し、外国語試

験を免除するとともに面接を重視する"新 たに推薦入試制度を導入し、商学部およ

び商学部第二部の特待生表彰者を優遇する特別推薦制度を設置、筆記試験を免

除し面接を重視するという２点を改革しました。 
 商学研究科長　衛藤　卓也  

1

2

3

4

　北九州産学連携推進室に続いて、本学は福岡県大牟田市と共

同で大牟田エコタウン内に「福岡大学大牟田産学連携推進室」を

開設しました。環境・リサイクル産業の育成を目指す大牟田市と、地

域密着の産学連携を推進する本学の見解が一致して実現したもの

です。本学では推進室に教授を派遣し、地元企業や進出企業に対

する共同研究のコーディネートや技術相談、研究開発支援などを行

っていきます。将来的には「共同研究の成果が上がれば、研究所設

置の可能性もある」（山下学長談）という、期待の大きな推進室です。 

 

　来年度に設置予定の福岡大学法科大学院（ロースクール）に福

岡県弁護士会が実務家教員派遣などで協力していくための協定が

結ばれました。同時に県内の３大学が同様の協定を結んでいます。 

　英国において評価の高いバース大学と本学間で、教員・学生間の

相互学術交流および有益な情報の相互交換を推進するための交流

協定が結ばれました。バース大学は1856年創立の名門大学で、特に

実社会と直接結びつく教育と研究を特色としています。 

生 

　今年の春の叙勲で、藤本　士名誉教授（元商学部教授）が勲三

等旭日中綬章を受けられました。これは同名誉教授が、長年にわたり

高等教育と私学経営の両面に携わり、本学の充実発展に貢献する

とともに、福岡大学を通じて教育界・地域社会の発展に寄与した功績

によるものです。藤本先生、おめでとうございます。 
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氏　　名 氏　　名 

九州国際大学付属 

直方 

香椎 

唐津東 

博多青松 

香椎 

柏陵 

宮崎女子 

大津 

新宮 

福岡西陵 

樟南 

伝習館 

柏陵 

高田 

小倉南 

久留米 

中津南 

筑紫中央 

筑紫女学園 

都城西 

出水 

福岡海星女子学院 

東稜 

下松 

佐世保西 

新宮 

浮羽 

中国商丘市第一 

春日 

鹿児島玉龍 

城南 

佐世保南 

八代 

光陵 

柳井 

筑紫中央 

筑陽学園 

春日 

京都 

筑紫女学園 

宮崎商業 

中村学園女子 

東筑紫学園 

鳥栖 

防府商業 

香椎 

筑前 

博多女子 

長崎北 

大里 

鹿児島工業 

武蔵台 

福岡女子商業 

伝習館 

長崎東 

三池 

筑紫丘 

宮崎南 

稲築志耕館 

鞍手 

山門 

サビエル 

大検 

興南 

舟入 

新宮 

柳井 

熊本北 

安芸南 

福岡大学附属大濠 

福岡中央 

福岡西陵 

中村学園女子 

府中 

福岡 

大牟田北 

城南 

尾道東 

湖西 

山口 

成蹊 

真和 

筑紫丘 

修猷館 

下関西 

済々黌 

国分 

唐津東 

大分舞鶴 

山口県鴻城 

山口 

山口中央 

 

人
文
学
部 

法
学
部 

学　部 出　身　高　校 出　身　高　校 

吉 田 　 智 彦  

入 江 　 亜 矢 子  

渋 田 　 真 佐  

前 田 　 三 奈  

野 元 　 亜 理 沙  

池 田 　 晶 子  

曲 田 　 幹 奈  

横 山 　 樹 里  

竹 井 　 香 奈 江  

鈴 木 　 浩 之  

鮎 川 　 洋 平  

永 福 　 彩 乃  

中 園 　 貴 美 子  

黒 木 　 博 和  

河 野 　 容 子  

道 山 　 敏 彦  

組 坂 　 美 鈴  

安 部 　 知 佳  

落 合 　 ひ とみ  

池 田 　 真 有 子  

山 代 　 南 海  

濱 田 　 麻 弥  

篠 崎 　 潔 子  

花 田 　 真 也  

宮 野 　 ち さと 

古 川 　 拓 郎  

菰 田 　 牧 子  

樋 口 　 幸 助  

チ ョ ウ 　 リ 

古 賀 　 洋 祐  

川 崎 　 温 子  

野 村 　 英 生  

榮 谷 　 宏 美  

古 川 　 恭 子  

占 部 　 裕 希  

佐々山　かおり 

西 野 　 美 奈  

尊 田 　 侑 子  

石 黒 　 有 貴  

白 川 　 優 作  

西 村 　 育 美  

長 友 　 健 二  

高 木 　 美 季  

崎 山 　 奨  

小 川 　 信 子  

福 田 　 美 季  

伊 藤 　 忠 志  

 

中 溝 　 律 子  

吉 野 　 真 理  

水 田 　 歌 織  

花 原 　 く み  

久 木 田 　 要  

森 　 春 奈  

宮 原 　 久 美 子  

古 賀 　 美 加  

松 永 　 慶 蔵  

黒 田 　 喜 美 子  

栗 原 　 秀 朗  

池 田 　 知 広  

林 　 恵 美 子  

林 　 直 美  

川 島 　 孝 由  

原 田 　 亜 矢 子  

志 岐 　 壮 啓  

小 谷 　 紫 寿 乃  

大 方 　 めぐ み  

吉 永 　 裕 一  

安 元 　 勲  

加 藤 　 省 吾  

沖 本 　 慶 考  

下 川 　 照 雄  

東 　 理 佳  

手 島 　 翼  

野 田 　 博 子  

宮 前 　 治 広  

宮 本 　 英 樹  

倉 門 　 孝 志  

吉 丸 　 俊 和  

箱 崎 　 智 恵  

谷 中 　 基 招  

田 村 　 知 子  

清 水 　 郁  

内 藤 　 浩 史  

本 田 　 洋 子  

福 永 　 樹 里  

古 田 　 綾 子  

櫨 川 　 舞  

高 橋 　 真 紀  

栗 添 　 香 織  

野 上 　 敦 司  

安 田 　 和 男  

田 中 　 惠  

伊 藤 　 奈 緒 美  
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学園のうれしいニュースや  

トピックスを大公開！！ 



　本学の協定校であるジョージア工科大学から17人の研修生および引率教員1人

が来学、５月12日から６月20日の６週間にわたり、科学技術日本語研修・ビジネス日本

語研修、文化研修、見学研修、

自由研究などを行いました。

最初はやや不安そうだった

研修生も福岡大学に慣れ

るに従い、活発な研修活動

を展開。また本学学生との

交流も楽しんでいました。 

　４月23日、水泳日本選手権において本学の浦田奈々美さん（スポーツ科学部２年）

が、50m自由形で優勝！浦田さんは８月21日から31日に韓国・大邸で開催されるユニ

バーシアード大会の日本代表選手に選ばれました。 

がんばれ浦田さん！ 

　６月14・21日の両日、城南消防署にて「学生

のための普通救命講習会」が開催されました。

内容は急性アルコール中毒、交通事故の応急

手当など。特に急性アルコール中毒の応急手

当は、コンパなどで飲む機会の多い学生たちには

大変興味ある内容だったようで、みんな真剣に講

習を受けていました。また、受講者には福岡市消

防局長から「普通救命講習修了証」が交付され

ました。 

応募の宛先 福岡大学広報課 〒814-0180 福岡市城南区七隈八丁目19番1号 
　（092）871-6631　FAX（092）864-9415　E-mail koho@adm.fukuoka-u.ac.jp

みんなの情報大募集！！ たとえばこんな情報を募集します。 
★サークル会員募集　　 
★味もボリュームも大満足のキャンパス周辺定食情報 
★今、このアパートがおすすめ！　 

★キャンパス名物人はこの人だ！ 
★福大生の噂のうわさ　 
　 他にも身の回りのニュースや個人的なコト、お知らせしたいことなど 
ナンデモＯＫ 

　工学部化学システム工学科は、平成14年度のJABEE（日本技術者教育認定機構）による「化学および化

学関連分野」の化学工学コースで審査を受け、認定されました。化学分野では九州初、本学工学部では先陣を

切るものです。認定された教育プログラムの名称は「化学プロセス工学」で、本学で開講されている科目から認

定された条件を満たすように履修すれば、認定プログラムの修了証明が得られ、技術士（国家資格）の一次試

験が免除されて、修習技術士となることができる予定です。身に付けた技術で国際的に活躍することが可能な

のです。就職についても、JABEE認定コース修了という付加価値が評価されるよう、さまざまなPR活動を展開し

ていきます。 

　４月26日から２日間にわたり開催されたレスリング全日本ジュニア選手権（ＪＯＣ杯ジ

ュニアオリンピック）女子ジュニアの部50キロ級で赤坂幸子さん（スポーツ科学部2年）、

男子ジュニアの部グレコローマンスタ

イル96キロ級で吉田光志君（スポーツ

科学部3年）が見事優勝しました。 

また赤坂幸子さんは最優秀選手賞も

獲得しました。 

５月12日、歓迎会 

　本学は、教育・研究環境の充実を図るため、中長期施設整備計画に基づいたキャ

ンパス整備を推進していきます。 

　この度、その一環として、また本学創立70周年・薬学部開設45周年を記念し「薬

学部棟」を建設（平成17年1月竣工予定）しますが、教職員はもとより、卒業生、在学

生のご父母および企業の皆様のご厚志を仰ぎ、建設資金の一部（産学連携の推進、

卒後教育・研修の充実および学生の福利厚生のための施設整備等）に充当させて

いただきたく、募金活動を行うことになりました。昨今の厳しい経済事情の折り、まこと

に恐縮ですが、ご支援とご協力をお願い申し上げます。 

　募金に関する詳細につきましては、本学公式ホームページ 

（http://www.fukuoka-u.ac.jp/）をご覧ください。また、本趣旨に賛同されます方は、必要

書類を郵送でお届けしますので、下記の募金事務室までご連絡ください。 

＜お問い合わせ先＞ 福岡大学　総務部総務課　募金事務室 

〒814-0180 福岡市城南区七隈八丁目19-1 　　092-871-6631（内線2120・2121） 

FAX 092-862-4431　E-mail bokin@adm.fukuoka-u.ac.jp
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　学業成績ならびに品行が特に優秀な学生を「特待生」として

表彰する制度。特待生に選ばれることは学生としてこのうえない

栄誉であり、特にその栄誉を称えて奨学金（文科系学部の授業

料相当額）が授与されます。全学部から毎年90人程度しか選ばれ

ない難関ですが、それだけにチャレンジのしがいがあります。 

栄誉と奨学金をゲットできる「福岡大学特待生」制度 

学生少額緊急貸付 

緊急に経済的な援助を必要としたときに少額を無利子

で貸し付ける制度です。就職活動、緊急帰省、急病その

他の不測の事態により、当座の出費に窮迫した場合な

どに活用できます。1口5千円、最高6口3万円まで借りる

ことができ、3カ月以内に返還しなければなりません。 

本 学 独 自 の 奨 学 制 度  

福岡大学給費奨学金 福岡大学甲種奨学金（貸与） 福岡大学甲種奨学金（緊急貸与） 
奨学制度の種別 

趣旨および資格 
人物・学業成績ともに優秀でありながら、経済的な理由で学業継続に支障をきたす
おそれのある学生を援助し、優れた人材育成を目的とする制度です。 

説明会・出願時期 
募集説明会：4月上旬 
出願時期：4月中旬 
毎年の出願が可能 

給費・貸与内容 

●期間：1年間 
　所属する学年の文科系学部授業料
に相当する額の範囲内 

なし 卒業後10年以内で返還 卒業後10年以内で返還 

●期間：1年間 
　年間64万円を限度に、無利子で貸与 

●貸与月：9・11・1月の年3回分割貸与 

●期間：1年間 
　年間64万円を限度に、無利子で貸与 

随時出願可能 

家計支持者の失職、死亡その他の理由に
より家計が急変し、修学が困難になった場
合の、緊急の貸与制度です。 

16人 864人 26人 

国・地方自治体、民間団体の実施する奨学制度  

日本育英会奨学金 
「第1種奨学金」（貸与） 

日本育英会奨学金 
「きぼう21プラン奨学金」（貸与） 

各種育英会・奨学団体 
奨学金（給費・貸与） 

奨学制度の種別 

趣旨および資格 
人物・学業成績ともに優れ、経済的理由によって修学困難な学生に対し、日本育英会
から貸与される制度です。無利子の「第1種奨学金」と有利子（年3％上限の変動性）
の「きぼう21プラン奨学金」の2種類があります。 

説明会・出願時期 

返還義務の有無 

募集説明会：4月上旬 
出願時期：4月中旬 

給費・貸与内容 

●期間：標準修業年限 
　（4年、医学部は6年） 
　自宅通学者は月額5万3千円、自宅
外通学者は月額6万3千円を無利
子で貸与。 

 
●貸与始期：7月分から 

あり あり 
各種団体によって異なりますので、詳しくは厚
生課にお問い合わせください。 

●期間：標準修業年限 
　（4年、医学部は6年） 
　月額3万円、5万円、8万円、10万円の4種
類から選択（有利子貸与）。 

　月額10万円を選択した場合に限り、医学
部生は月額4万円、薬学部生は月額2万円
の増額を希望することができます。 
 
●貸与始期：本人の希望月 

給費・貸与月額は各種団体によって異な
りますので、詳しくは厚生課にお問い合わ
せください。 

各種団体によって異なりますので、詳しくは
厚生課にお問い合わせください。 

地方自治体や民間育英団体による奨学
制度で、内容は日本育英会に準じています。 

平成14年度採用実績 

返還義務の有無 

平成14年度採用実績 354人 1,013人 120人 

■本学独自の奨学制度 

■本学以外の奨学制度 



利用したもん勝ち！ 

豊富な 
教育施設 

言語教育研究センター 

60周年記念館 
「ヘリオスプラザ」 

編
集
後
記 

印刷 凸版印刷株式会社 

楽しく学べる、新しい発見がある。 
福岡大学ならではの施設です。 

■ 60周年記念館「ヘリオスプラザ」 
地下１階・地上６階、延べ床面積7,164m2。 
石と木とガラスの調和した美しい建物です。 
館内にはレストラン、書店、情報プラザ、ロビー、ヘリオス
ホール、音楽練習室、展示ギャラリー、和室・茶室、会議室、
大学資料室などがあり、学生の課外活動のほか、憩い・語
らいの場として活用されています。 

■言語教育研究センター 
732教室［ＬＬ］（48ブース）、742教室［ＬＬ］（56ブース）、
Ａ814教室［A-LL］（56ブース）、自習用ＬＬ、大小の視聴
覚教室、編集資料室、音声学実験室を備えた、全学的な
教育研究施設。自習用LLでは、各種語学教材、検定試験
対策書を使って実力アップに役立てることができます。 
 

 　
入
学
か
ら
、は
や
３
カ
月
。
新
入
生
の
皆
さ

ん
も
大
学
生
活
に
も
慣
れ
、新
た
な
目
標
や

夢
を
持
っ
て
勉
学
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
励
ん
で

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
の
学
園
通
信（
Ｆ
Ｄ
）

に
は
、皆
さ
ん
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
、も
っ
と

意
義
あ
る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
て
い
ま
す
。 

　
今
号
で
は
、大
学
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト（
教
育

環
境
編
）結
果
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、単
な

る
要
望
の
集
計
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の

実
情
や
願
い
を
理
解
し
、皆
さ
ん
と
大
学
が

共
存
し
て
、よ
り
良
き
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
と
い
う
本
学
の
積
極
的
な
姿
勢
の
証

で
す
。
じ
っ
く
り
と
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、

そ
の
思
い
は
伝
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
夢
や

希
望
を
増
幅
さ
せ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
。

こ
れ
は
、時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
永
遠
の

テ
ー
マ
で
し
ょ
う
が
、Ｆ
Ｄ
も
そ
の
一
翼
を
担

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
Ｆ
Ｄ
は
ま
だ
第
２
号
目
で
す
。
こ
の
56
万

平
方
　
の
広
大
な
空
間
の
架
け
橋
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
声
や

エ
ー
ル
を
伝
え
、も
っ
と
親
し
ま
れ
る
も
の
を

目
指
し
ま
す
。 

 

福
岡
大
学 

広
報
課 

メ
ー 

ト
ル 

情報化の基本理念 

人間性豊かなキャンパスを目指して 
福岡大学は、3つの理念と5つの指針の 
もとに情報化を推進していきます。 

 
　
福
岡
大
学
は
21
世
紀
の
社
会
に
貢
献
す
る

総
合
大
学
と
し
て
、さ
ら
な
る
情
報
化
推
進

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

情
報
化
は
「
建
学
の
精
神
」
や
「
教
育
研
究
の

理
念
」
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、効

率
化
・
省
力
化
の
み
な
ら
ず
、よ
り
質
の
高
い

新
た
な
教
育
・
研
究
・
医
療
お
よ
び
そ
れ
ら
の

支
援
業
務
と
法
人
運
営
の
実
現
を
目
指
し
て
、

社
会
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
福
岡
大
学
は
３
つ
の
基
本
理
念
を

掲
げ
、こ
れ
を
実
現
す
る
際
の
５
つ
の
指
針
の

も
と
、計
画
的
に
情
報
化
の
推
進
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。 

3つの基本理念 
 

5つの指針 

情
報
の
蓄
積
と
共
有
に
よ
り
、人
間
性
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ

ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
ま
す
。 

―
大
学
構
成
員
の
す
べ
て
が
情
報
化
の
恩
恵
を
享
受

で
き
る
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り 

 

情
報
の
活
用
と
、情
報
伝
達
の
高
速
化
に
よ
り
、本
学

の
教
育
・
研
究
・
医
療
お
よ
び
法
人
運
営
の
効
率
化
と

高
速
化
・
充
実
を
図
り
ま
す
。 

―
正
確
で
整
理
さ
れ
た
情
報
を
、必
要
な
人
が
必
要
な

時
に
迅
速
に
利
用
で
き
る
情
報
環
境
の
実
現 

 

学
外
へ
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
、本
学
の
さ
ら

な
る
社
会
的
価
値
を
創
造
し
ま
す
。 

―
学
外
へ
の
多
彩
な
情
報
発
信
と
広
報
の
充
実
、お
よ
び

学
外
と
の
多
様
な
連
携
の
推
進
に
よ
る
地
域
社
会
へ
の

貢
献 

利
用
者（
学
生
、患
者
お
よ
び
全
大
学
職
員
）の
立
場
に

た
っ
た
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
い
、ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持

つ
利
用
者（
学
外
を
含
む
）に
対
し
て
も
十
分
な
配
慮

を
行
い
ま
す
。 

 

学
生
を
含
む
本
学
構
成
員
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
と
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の

浸
透
を
図
り
ま
す
。 

 

急
速
な
社
会
的
・
技
術
的
変
化
に
対
応
し
、全
学
的
に

統
合
化
さ
れ
た
効
率
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と

再
構
築
を
、財
政
面
を
含
め
て
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。 

 

適
切
な
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
活
用
と
、情
報
化
に
必
要

な
学
内
の
人
的
資
源
の
養
成
・
確
保
を
図
り
ま
す
。 

 

情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
た
学
内
の
業
務
改
善
や

組
織
改
革
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。 
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56万 
数 字 で 見 る 福 岡 大 学  

福岡大学七隈キャンパスの面積 

56万m2。あまり大きな数字でピンとこない人もいるかもしれ

ません。では福岡ドーム41個分といったらどうでしょう。フィー

ルド面積13,500m2の福岡ドームが41個入ってそれでもま

だまだ余裕があるのです。これだけの広さがあれば９学部

30学科、大学院9研究科31専攻が同一キャンパス内にあ

るのも納得。さらにさまざまな研究施設や厚生施設、11の

食堂に2つの書店、旅行コーナーやＡＴＭコーナー、写真撮

影スタジオなどもあるのですから、これはもう「町」そのもの。 

キャンパスの中に公道が横切っているのも福大ならではです。

日本にはビッグスケールの総合大学が幾つかありますが、同

一キャンパス内にそのすべてが揃っているのは福岡大学以外、

ほとんど例を見ません。人文学部と工学部の学生が卒論や

研究について意見を交換し合うということも、ここなら気軽に

できます。その交流の機会の広さが56万m2という福大キャ

ンパスの大きな魅力かもしれません。 

福岡大学 
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